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わ
た

神
徒
の
方
も
安
心
く
だ
さ
い
。宗
旨
、宗
派
は
問
い
ま
せ
ん
。

年
に
５
回
、お
盆
、春
の
彼
岸
、秋
の
彼
岸
、

正
月
、５
月
合
同
供
養
祭
を
行
い
ま
す。

194,000

モ
ダ
ン
墓

照
明
施
設
も
充
実
し
て
い
ま
す

秋
冬
の
夕
暮
れ
の

早
い
時
で
も
、
夜

に
な
っ
て
も
安
心

し
て
お
墓
参
り
い

た
だ
け
ま
す
。
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五感で楽しむ霧島 森林セラピー

霧島の温泉大使に
「アヒル隊長」が就任



霧
島
の

温
泉
大
使
に

「
ア
ヒ
ル

隊
長
」が

就
任人

気
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン
グ
で
満
足
度
全
国
１
位
に

輝
い
た
こ
と
も
あ
る
霧
島
市
。
ア
ヒ
ル
隊
長
の
か
わ

い
ら
し
さ
と
、
お
風
呂
玩
具
と
し
て
の
認
知
度
、
家

族
で
お
風
呂
に
浮
か
べ
て
遊
ぶ
イ
メ
ー
ジ
に
着
目
し
、

霧
島
の
温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
再
び
全
国
へ
ア
ピ
ー

ル
す
る
協
働
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
、
ア
ヒ
ル
隊
長
へ

ラ
ブ
コ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。

温
泉
大
使
第
１
号
、

県
内
初
、
企
業
と
自
治
体
の
コ
ラ
ボ

提
案
を
受
け
た
パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
ン
キ
社
は
、
豊
富

な
泉
質
や
露
天
風
呂
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高
さ
、
家
族

湯
や
個
室
風
呂
の
多
さ
な
ど
霧
島
の
温
泉
の
多
様
性

を
高
く
評
価
。
霧
島
の
名
を
冠
し
た
同
社
の
ブ
ラ
ン

ド
で
あ
る
ア
ヒ
ル
隊
長
が
自
治
体
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
登
場
し
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ
る
こ
と
で
、
相
互

に
Ｐ
Ｒ
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

そ
の
結
果
、数
あ
る
全
国
の
温
泉
地
の
中
か
ら“
相

思
相
愛
”で
霧
島
市
、パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
ン
キ
社
に
と
っ

て
「
第
１
号
」
の
「
温
泉
大
使
ア
ヒ
ル
隊
長
」
が
誕

生
し
ま
し
た
。

企
業
と
自
治
体
が
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
介
し
て
共
に

メ
リ
ッ
ト
の
あ
る
提
携
を
行
う
こ
の
試
み
。
鹿
児
島

県
内
で
は
初
め
て
で
、全
国
的
に
も
珍
し
い
も
の
で
す
。

「
浴よ

く

育い
く

」の
普
及
に
も
効
果
あ
り

ア
ヒ
ル
隊
長
の
任
務
は
霧
島
の
温
泉
を
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
の
ほ
か
に
も
う
一
つ
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
浴

アヒル隊長大行進 アヒル隊長えかきうた

YouTubeで配信中。ぜひチェックしてみてください。

び
ゃぁーび

ゃぁー

左からパイロットインキ㈱取締役吉村基明さん、
アヒル隊長、いざ霧島実行委員会長德重克彦さ
ん、前田市長

お
風
呂
玩
具
で
お
な
じ
み
の

「
ア
ヒ
ル
隊
長
」。

霧
島
の
温
泉
を
ア●

ピ●

ー●

ル●

し
て
い
き
ま
す
。

育
」
の
普
及
で
す
。
浴
育
と
は
、
入
浴
を
通
じ
て
心

と
体
の
健
康
を
よ
り
良
く
育
む
た
め
に
、
入
浴
効
果

や
入
浴
方
法
、
お
風
呂
の
楽
し
み
方
な
ど
を
学
ぶ
こ

と
で
す
。

家
族
で
温
泉
に
入
っ
て
絆
を
深
め
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
温
泉
に
親
し
む
こ
と
で
、
将
来

の
温
泉
フ
ァ
ン
を
定
着
さ
せ
、
温
泉
に
恵
ま
れ
る
ふ

る
さ
と
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
、
ア
ヒ
ル
隊

長
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

地
域
が
寄
せ
る
期
待

霧
島
市
に
は
４
つ
の
温
泉
郷
（
霧
島
神
宮
、
霧
島
、

妙
見
・
安
楽
、
日
当
山
）
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
の

一
つ
、
日
当
山
温
泉
郷
に
あ
る
清
姫
温
泉
の
支
配
人

米よ
ね

田だ

知と
も

弘ひ
ろ

さ
ん
（
52
）
は
「
か
わ
い
い
ア
ヒ
ル
隊
長

が
い
る
と
子
ど
も
も
き
っ
と
温
泉
を
好
き
に
な
っ
て

く
れ
る
と
思
い
ま
す
。
霧
島
の
温
泉
の
湯
船
に
必
ず

浮
か
ん
で
い
た
り
す
る
と
面
白
い
で
す
ね
。
関
連

グ
ッ
ズ
の
開
発
な
ど
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。
ア
ヒ

ル
隊
長
が
き
っ
か
け
で
霧
島
の
温
泉
の
良
さ
が
広
く

伝
わ
り
、
人
が
訪

れ
、
ま
ち
の
活
性

化
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
期
待
を
込

め
ま
す
。

温
泉
の
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
る
活
動
に
燃
え
る
ア

ヒ
ル
隊
長
の
任
務
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
私
た
ち
も

ア
ヒ
ル
隊
長
に
負
け
な
い
よ
う
に
、
温
泉
に
よ
く
行

く
（
浴
育
）
こ
と
で
家
族
の
絆
も
温
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
い
ざ
霧
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
（
霧

島
市
観
光
協
会
内
）
☎（
78
）２
１
１
５

４
月
21
日
、
霧
島
市
内
の
観
光
関
係
者
で
組
織
す

る
「
い
ざ
霧
島
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
実
行
委
員
会
」（
以
下
、

「
実
行
委
員
会
」）
が
霧
島
市
内
の
温
泉
を
全
国
に
Ｐ

Ｒ
す
る
「
霧
島
温
泉
大
使
」
を
任
命
し
ま
し
た
。
任

命
さ
れ
た
の
は
…
な
ん
と
「
ア
ヒ
ル
」。

温
泉
の
Ｐ
Ｒ
に
な
ぜ
ア
ヒ
ル

実
行
委
員
会
は
霧
島
市
長
を
立
会
人
と
し
、
大
手

文
具
メ
ー
カ
ー
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
ン
キ
株
式
会
社

（
本
社
：
名
古
屋
市
）
と
霧
島
市
観
光
Ｐ
Ｒ
協
定
を

結
び
ま
し
た
。
同
社
の
販
売
す
る
子
ど
も
向
け
お
風

呂
玩
具
「
ア
ヒ
ル
隊
長
」
は
、
ア
イ
ド
ル
グ
ル
ー
プ

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
が
出
演
す
る
日
本
テ
レ
ビ
の
人
気
番
組

「
ザ！
鉄
腕
！
Ｄ
Ａ
Ｓ
Ｈ
! !
」
に
も
登
場
す
る
な
ど
、

全
国
的
に
知
名
度
の
高
い
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。

動画で

アヒル隊長に

会おう

清姫温泉支配人

米田知弘さん（52）

温泉で “浴育（よくいく）”のススメ
の

１．親子のコミュニケーション
◦�温泉は親子でのコミュニケーショ
ンに最適な場所です。親子生活の
幸せな時間を提案。

３．入浴でリフレッシュ
◦�入浴は汗や汚れだけでなく、体の
「疲れ」もきれいに洗い流してくれ
ます。入浴でリフレッシュ。

２．親子で「入浴」習慣
◦�親子入浴は、子どもたちの「入浴習
慣」を身につける最適な機会。安全
で快適な入浴を。

４．温泉で「家族の絆」
◦�家族旅行で、みんな一緒に温泉に
入ることで、素敵な思い出作りと
共に「家族の絆」も深まります。

“浴育”４つのキーワードを霧島の４つの温泉郷が応援

～アヒル隊長ファミリーがススメる“浴育”４つのキーワード～
が

ぁーが
ぁー

頭に湯おけと手拭いを載せ、
「温泉大使」のたすきを掛けた霧島だけの
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皆
さ
ん
は
森
林
セ
ラ
ピ
ー
を
ご
存
じ
で
す

か
。
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
森
林
の
持
つ
リ

ラ
ッ
ク
ス
効
果
を
五
感
を
通
し
て
感
じ
る
こ

と
で
、
心
身
を
癒
や
し
、
健
康
づ
く
り
に
生

か
す
取
り
組
み
で
す
。
林
野
庁
な
ど
の
研
究

の
結
果
、
森
の
持
つ
癒
や
し
効
果（
※
）

が
科

学
的
に
立
証
さ
れ
て
お
り
、
全
国
に
現
在
57

か
所
の
森
が
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
や
森
林
セ

ラ
ピ
ー
ロ
ー
ド
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

県
内
で
は
霧
島
だ
け

霧
島
市
で
も
霧
島
温
泉
郷
周
辺
の
森
林
で

ス
ト
レ
ス
緩
和
効
果
や
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
が

実
証
さ
れ
、
平
成
19
年
３
月
に
県
内
で
唯
一

の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
を
散
策
で
き
る
３
か
所
の
森
林
セ
ラ

ピ
ー
ロ
ー
ド
も
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
つ
目
は
３
６
０
度
の
パ
ノ
ラ
マ
が
広
が

り
地
元
で
は
“
命
の
洗
濯
場
”
と
し
て
親
し

ま
れ
て
い
る
「
柳
ヶ
平
散
策
路
」。
二
つ
目

は
ハ
ル
リ
ン
ド
ウ
や
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
な
ど
が
楽

し
め
る
緩
や
か
な
「
手て

洗あ
ら
い

散
策
路
」。
三
つ

目
は
国
立
公
園
内
に
石
畳
で
整
備
さ
れ
、
樹

齢
２
０
０
年
以
上
の
大
木
や
野
生
動
物
が
生

息
す
る
「
丸
尾
自
然
探
勝
路
」。
事
前
に
予

約
を
す
れ
ば
霧
島
森
林
セ
ラ
ピ
ー
ガ
イ
ド
の

案
内
で
歩
く
こ
と
も
で
き
ま
す
。
森
の
中
で

耳
を
澄
ま
し
、
木
々
に
触
れ
、
緑
や
土
の
に

お
い
を
感
じ
る
。
五
感
を
解
放
し
て
自
然
の

恵
み
を
体
感
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

霧
島
な
ら
で
は
の
癒
や
し
メ
ニ
ュ
ー

森
林
で
癒
や
さ
れ
た
後
は
、
霧
島
の
魅
力

を
五
感
で
楽
し
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。
霧
島

の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
周
辺
に
は
温
泉
や
滝
、

文
化
、
食
、
音
楽
と
い
っ
た
霧
島
な
ら
で
は

の
“
癒
や
し
”
が
あ
り
ま
す
。

霧
島
市
森
林
セ
ラ
ピ
ー
推
進
協
議
会
で
は
、

森
林
の
癒
や
し
効
果
に
こ
れ
ら
の
魅
力
を
融

合
さ
せ
る
こ
と
で
、
霧
島
で
し
か
体
験
で
き

な
い
メ
ニ
ュ
ー
を
提
案
し
て
い
ま
す
。
本
格

的
な
音
楽
ホ
ー
ル
の「
み
や
ま
コ
ン
セ
ー
ル
」

で
音
楽
を
“
聴
き
”、
全
国
で
も
屈
指
の
温

泉
地
で
湯
に
“
触
れ
”、
景
勝
地
や
美
し
い

※森の持つ癒やし効果とは
森の中に入ると爽やかな気分になりますが、これは森の中の樹木な
どが発散する“フィトンチッド”の効果といわれています。フィト
ンチッドには人の副交感神経を刺激して、精神安定、解放感、スト
レスの解消などの安らぎを与える効果もあります。森の香りや色、
木漏れ日、鳥の鳴き声、水のせせらぎ、澄んだ空気などが五感を通
じて人体に作用し、自律神経機能を良好なバランスに変動させるこ
とから、心と体の癒やし効果が得られることが実証されています。

あなたの手で森を守ろう

10万本
植林プロジェクト
伐採跡地などを地域本来の
植生である照葉樹の森に戻
すため、年間１万本、10年
間で10万本の植林を行う
ことを目的に平成23年度から行われています。一口500円で木
の苗の株主になりプロジェクトに参加できます。あなたの手で
未来の森をつくりましょう。

花
を
“
見
て
”、
関
平
鉱
泉
水
や
黒
豚
・
黒

酢
な
ど
の
特
産
品
を
“
味
わ
い
”、
森
の
木

や
葉
の
ア
ロ
マ
オ
イ
ル
、
花
や
湯
の
香
り

を
“
嗅
ぐ
”
…
。

霧
島
の
森
林
セ
ラ
ピ
ー
と
は
、
自
然
を
は

じ
め
と
し
た
霧
島
の
魅
力
と
健
康
づ
く
り
の

要
素
が
ぎ
ゅ
っ
と
詰
ま
っ
た
癒
や
し
の
玉
手

箱
な
の
で
す
。

癒
や
し
の
森
が
あ
り
続
け
る
た
め
に

県
内
で
唯
一
認
定
さ
れ
た“
癒
や
し
の
森
”

は
、
日
本
で
最
初
に
指
定
さ
れ
た
国
立
公
園

の
区
域
と
も
一
部
重
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

科
学
的
に
証
明
さ
れ
た
癒
や
し
効
果
を

霧
島
な
ら
で
は
の
メ
ニ
ュ
ー
で
ご
堪
能
く
だ
さ
い

ま
で
地
域
の
人
々
に
よ
り
大
切
に
守
ら
れ
、

そ
の
姿
を
留
め
て
き
ま
し
た
。
平
成
23
年
か

ら
市
と
霧
島
ふ
る
さ
と
命
の
森
を
つ
く
る
会

が
始
め
た
「
10
万
本
植
林
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

で
も
、
森
林
セ
ラ
ピ
ー
の
範
囲
に
あ
る
柳
ヶ

平
に
シ
イ
、
タ
ブ
カ
シ
な
ど
43
種
類
、
約
８

０
０
０
本
の
照
葉
樹
の
苗
を
約
５
０
０
人
が

植
え
て
い
ま
す
。“
癒
や
し
の
森
”
は
、
森

を
守
る
人
が
い
て
こ
そ
あ
る
の
で
す
。

皆
さ
ん
も
森
林
セ
ラ
ピ
ー
で
癒
や
さ
れ
な

が
ら
、
森
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
考
え
る
機

会
に
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◎
問
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８
９
５

❶ハルリンドウの美しい花 ❷静かな森の中
で聴く美しい音色（みやまコンセールの木
管楽器奏者による森のコンサート） ❸湯け
むりが上る森林 ❹丸尾滝と新緑の木々

安心して森林セラピーを体験できます
「霧島森林セラピーガイドクラブ」
◦実施人数＝１グループ３〜５人まで
◦�料金（半日コース）＝１グループ 5,000 円（保険料込み）
※参加人数、歩行時間、歩行ルートなどは要望に応じて設
定可能。１日コースは 8,000 円から。

◦�申込方法＝希望日の１週間前までに電話で予約。（受付＝午
前９時～午後７時）
�問・�申＝霧島森林セラピーガイドクラブ（佐藤）

☎ 080（5255）5851

❶

❷

❸

❹

五
感
で
楽
し
む
霧
島

森
林
セ
ラ
ピ
ー

森
の
癒
や
し
を

実
感
で
き
ま
し
た

中
山
裕ゆ

う

佑す
け

さ
ん（
30
）、

聖せ
い

子こ

さ
ん（
31
）夫
妻　

国
分
在
住

森
林
セ
ラ
ピ
ー

ロ
ー
ド

�問・�申＝霧島ふるさと命の森をつくる会  ☎（73）5580

A柳ヶ平散策路
標高：約490m～ 530m　距離：約2.5㎞（一周）

クヌギ、ナラ、モミジの広葉樹林

B手洗散策路
標高：約600m～ 690m　距離：約900m（片道）

クヌギ、赤松、山桜、モミジなどの明るい森林

C丸尾自然探勝路
標高：約560m～ 700m　距離：約2.3㎞（総距離）

モミ・ツガなどの針葉樹林、タブなどの照葉樹林に覆われた混合林

F o r e s t T h e r a p y

森 林セラピーに癒やしの効果があることを聞き、昨
年の森林セラピーイベント「森で過ごす癒やしの

休日」に夫婦で参加しました。歩いた丸尾自然探勝路は
まちのけんそうから離れ、温泉が香り野鳥のさえずりが
聞こえ別世界のよう。森の澄んだ空気の中、深呼吸をす
ると頭もすっきり、体の中から浄化された感覚になれま
す。ガイドさんからシカによる木々への食害の話も聞き、
環境への関心も高まりました。
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隼人町出身。東京大学在学中の平成
21年、全日本大学対抗選手権自転車
競技大会で学生２冠を達成。平成23
年プロ入り。平成24年全日本選手権
タイムトライアル優勝など活躍し、平成
25年引退。現在県内の自転車競技・レ
クリエーションの発展支援を中心に活
動中。東京都在住。

雄 大な霧島山と美しい錦江湾の風景や空気を自転車で
楽しんでほしいという思いから発足。自転車愛好者

から初心者まで楽しめる９つのモデルコースと、空気入れ
などがあるおもてなし協力店、レンタサイクルなども用意
しています。詳しくは、観光協会やおもてなし協力店にあ
るパンフレットかホームページ、フェイスブックをご覧く
ださい。

�問＝霧島市観光協会  ☎（78）2115

健 康にいいと聞いて半年
ほど前から始めました

が、足への負担も少なく前か
ら気になっていた脂肪の数値
もぐっと下がってびっくりし
ています。お気に入りは「自転
車天国霧島」の桜島をぐるっと
回って帰る約100㌔のモデル
コース。晴れた日に潮風を受
けながら走る湾岸の風景は最
高です。

中村寿
とし

文
ふみ

さん（58）
国分在住

４ 年ほど自転車通勤をし
ています。朝の澄んだ空

気を吸いながら適度に体を動
かすので、仕事にも気持ち良
く入れます。以前事故に遭い
ましたがヘルメットのおかげ
で助かったことがあり、安全
には特に配慮しています。安
全への投資は命への投資。自
転車は便利で経済的ですが定
期的な点検は必須です。

城戸克
かつ

哉
や

さん（45）
隼人在住

安全に楽しもう 健康で爽快ですよ

きりしまCYCLE LIFE
新緑の５月。晴れた日には外に出掛けてみたくなりませんか。

そこで、エコで健康な自転車に注目。
大自然に恵まれた霧島ならではのサイクルライフがあなたを待っています。

　

こ
の
よ
う
に
エ
コ
で
健
康
な
自
転
車
。
霧

島
市
観
光
協
会
で
は
昨
年
の
11
月
か
ら
そ
の

自
転
車
を
使
っ
て
霧
島
の
自
然
を
満
喫
で
き

る
企
画
を
始
め
ま
し
た
。
そ
の
名
も
「
自
転

車
天
国
霧
島
」。
発
起
人
で
元
プ
ロ
ロ
ー
ド

レ
ー
サ
ー
の
西
薗
良
太
さ
ん
（
26
）
に
話
を

聞
き
ま
し
た
。

な
ぜ
霧
島
で
自
転
車
な
の
か

「
仕
事
柄
、
こ
れ
ま
で
国
内
外
の
多
く
の

コ
ー
ス
を
走
っ
て
き
ま
し
た
が
、
霧
島
の
よ

う
に
海
と
山
が
あ
る
国
立
公
園
と
い
う
大
自

然
を
楽
し
め
る
場
所
は
そ
う
多
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
空
港
も
近
く
、
こ
の
環
境
を
活
用
し

な
い
手
は
な
い
」
と
西
薗
さ
ん
は
力
を
込
め

㈶
自
転
車
産
業
振
興
協
会
の
調
査
に
よ
る

と
日
本
の
自
転
車
保
有
世
帯
は
全
世
帯
の
約

７
割
に
も
の
ぼ
り
、
世
界
で
も
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

や
ア
ジ
ア
で
は
最
も
身
近
な
乗
り
物
と
し
て

親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
大
勢
が

利
用
す
る
自
転
車
に
は
ど
の
よ
う
な
利
点
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

自
転
車
は
エ
コ
で
健
康

ま
ず
は
健
康
に
良
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま

す
。
体
へ
の
負
担
も
少
な
く
、
通
勤
や
買
い

物
な
ど
日
常
の
移
動
手
段
で
自
動
車
な
ど
の

代
わ
り
に
使
用
す
れ
ば
、
表
１
の
よ
う
な
運

動
効
果
が
。
趣
味
や
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
も
近

年
人
気
を
高
め
て
い
ま
す
。

次
に
自
然
環
境
と
財
布
に
や
さ
し
く
エ
コ

（
エ
コ
ロ
ジ
ー
・
エ
コ
ノ
ミ
ー
）で
あ
る
こ
と
。

表
２
の
よ
う
に
、
自
動
車
の
代
わ
り
に
自
転

車
を
利
用
し
た
場
合
、Ｃ
Ｏ
２（
二
酸
化
炭
素
）

の
排
出
量
を
大
き
く
抑
制
す
る
こ
と
が
で
き
、

交
通
量
の
減
少
で
渋
滞
緩
和
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。
も
ち
ろ
ん
燃
料
費
も
大
幅
に
節
約
で

き
ま
す
。

ほ
か
に
も
、
自
動
車
な
ど
の
乗
り
物
と
比

較
し
て
自
転
車
は
、
格
納
し
や
す
い
大
き
さ
、

あ
る
程
度
遠
く
ま
で
の
移
動
が
可
能
、
渋
滞

に
巻
き
込
ま
れ
な
い
、
小
回
り
が
利
く
、
運

転
免
許
が
不
要
、
価
格
が
手
頃
な
ど
た
く
さ

ん
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

行
政
も
注
目

自
転
車
の
利
点
に
行
政
も
目
を
向
け
ま
す
。

国
な
ど
は
通
勤
方
法
を
環
境
に
や
さ
し
い
公

共
交
通
機
関
や
自
転
車
な
ど
に
替
え
て
い
く

「
エ
コ
通
勤
」の
取
り
組
み
を
始
め
て
い
ま
す
。

国
で
は
エ
コ
通
勤
に
努
め
る
事
業
所
を
優
良

事
業
所
と
認
め
た
り
、
市
で
も
通
勤
に
自
転

車
を
活
用
す
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

METS※ 運　動　種　目 消費カロリー

5 ウオーキング、軽いエアロビクス 315kcal

6 軽いサイクリング（時速16 ～
19.2km/ｈ）、軽いジョギング 378kcal

7 ジョギング、スイミング（背泳） 441kcal

8 サ イ ク リ ン グ（時 速19.3 ～
22.4km/h）、ランニング 504kcal

消費カロリー（kcal）＝
1.05×METS（※）×運動時間（ｈ）×体重（kg）

※�METS（metabolic equivalents）とは「運動強度」のこと。安静
時のMETSは「１」で、運動の強度が増すほど数が大きくなります。

表１）運動で消費されるカロリー
（体重60kgの人が１時間運動した場合）

（厚生労働省『健康づくりのための運動指針2006』より）

ま
す
。
霧
島
で
の
自
転
車
の
楽
し
み
方
に
つ

い
て
も
「
起
伏
や
景
観
の
変
化
に
富
ん
だ

コ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
、
途
中
で
地
域
の

特
産
品
に
舌
鼓
を
打
つ
の
も
楽
し
み
の
一
つ
。

走
っ
た
後
の
温
泉
も
格
別
で
す
。
初
心
者
は

無
理
の
な
い
コ
ー
ス
や
距
離
か
ら
始
め
て
み

て
は
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
。

安
全
面
に
つ
い
て
は
「
自
転
車
は
立
派
な

『
車
両
』。
車
同
様
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と

は
当
然
で
す
が
、
万
一
加
害
者
に
な
る
こ
と

も
考
え
保
険
へ
の
加
入
も
勧
め
ま
す
。
何
よ

り
安
全
に
楽
し
ん
で
ほ
し
い
で
す
ね
」
と
も
。

　

環
境
と
健
康
に
良
く
、
霧
島
の
良
さ
も
体

感
で
き
る
“
サ
イ
ク
ル
ラ
イ
フ
”。
あ
な
た

も
こ
れ
か
ら
試
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

表２）１人が１km移動する場合のCO2排出量

I
N

T
E

R
V

I
E

W

消費カロリー計算方法

0

0g

21g

51g

170g

50 100 150 200

（g-CO２/人キロ） （2011年度）

（国土交通省の資料を元に作成）

自家用自動車

バス

鉄道

自転車・徒歩

始めました

自転車天国霧島 検索http://kirishimakankou.com/rinrin/

昨年12月のオープニングイベント

自
転
車
天
国
霧
島
お
も
て
な
し

協
力
店
の
の
ぼ
り

安全に自転車を利用するため
自転車は車の仲間。交通ルールを守って安全に走行しましょう。

「自転車安全利用５則」（警察庁・都道府県警より）
①�自転車は原則として車道を走行し、歩道は例外として認めら
れています。
②車道は左側を通行しましょう。
③歩道では歩行者を優先し、車道寄りを徐行しましょう。
④安全ルールを守りましょう
◦飲酒運転は禁止◦二人乗りは禁止◦信号を守る◦交差点で
の一時停止と安全確認
⑤子どもはヘルメットを着用しましょう。

	 ◦定期的な点検を心掛けましょう。
	 ◦自転車保険に加入しましょう。
	 ◦大人も安全のためヘルメットを着用しましょう。

　自転車通学生らも安全運転を実践中
霧島警察署は全校生徒の約半数が自転車通学生である国
分中央高校を「自転車安全利用モデル校」に指定。昨年11
月には同校１年の279人を対象に筆記試験などを行い、合
格した全員に自転車マスター認定証を交付。マナーや安全
運転について、自転車通学生の見本となっています。

その
ほか

元プロロードレーサー

西薗良太さん（26）

サ イ ラク イル フ
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Challenge
Day
2014

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

誰
で
も
参
加
Ｏ
Ｋ

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
、
霧
島
市

に
暮
ら
す
方
は
も
ち
ろ
ん
、
市
外

在
住
で
も
仕
事
や
学
校
な
ど
で
開

催
日
に
市
内
に
い
る
方
全
て
が
対

象
で
す
。
決
め
ら
れ
た
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
し
な
く
て
も
自
宅
や
学
校
、

職
場
な
ど
、
日
常
の
生
活
の
中
で

15
分
間
以
上
実
施
し
た
運
動
・
ス

ポ
ー
ツ
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

15
分
間
以
上
な
ら
散
歩
で
も

ご
み
拾
い
で
も

実
施
す
る
内
容
に
制
限
は
な

く
、
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
や
ラ
ジ
オ
体

操
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ほ
か

ご
み
拾
い
や
な
わ
と
び
な
ど
も
Ｏ

Ｋ
。
た
ま
に
は
歩
い
て
通
勤
し
た

り
、
家
事
の
合
間
に
体
操
を
し
た

り
と
年
齢
・
性
別
を
問
わ
ず
、
誰

で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

対
戦
相
手「
奥
州
市
」を
知
る

今
回
対
戦
す
る
奥
州
市
は
岩
手

県
の
内
陸
南
部
に
位
置
し
、
人
口

は
約
12
万
５
０
０
０
人
で
岩
手
県

内
で
は
３
番
目
の
人
口
規
模
の
自

治
体
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
参
加
は
６
回

目
。
市
民
の
間
で
も
定
着
し
て
き

て
お
り
、
各
団
体
が
イ
ベ
ン
ト
を

自
主
的
に
計
画
し
た
り
、
自
治
会

も
積
極
的
に
参
加
し
た
り
し
て
い

ま
す
。
前
回
大
会
で
は
参
加
率

53
・
９
％
で
惜
し
く
も
東
京
都
昭

島
市
に
敗
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
雪

辱
を
晴
ら
す
た
め
に
今
回
の
目
標

を
参
加
率
「
70
％
」
に
掲
げ
て
い

ま
す
。

初
出
場
で
も
勝
る
も
の

前
回
大
会
の
結
果
を
見
る
と
初

出
場
の
ま
ち
は
苦
戦
し
て
い
る
と

こ
ろ
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

奥
州
市
は
６
回
目
の
参
加
で
住

民
へ
の
認
知
度
も
高
く
、
本
番
に

向
け
て
い
ろ
い
ろ
な
取
り
組
み
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

苦
戦
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
負

け
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ

は
、
ふ
る
さ
と
「
霧
島
」
へ
の
思

い
。
こ
れ
ま
で
口
蹄て

い

疫
の
発
生
や

新
燃
岳
噴
火
の
と
き
な
ど
、
危
機

を
救
っ
て
き
た
の
は
皆
さ
ん
の
ふ

る
さ
と
を
愛
す
る
思
い
で
し
た
。

あ
の
団
結
力
が
あ
れ
ば
必
ず
勝

て
ま
す
。
５
月
28
日
は
「
チ
ャ

レ
ン
ジ
デ
ー
」。
一
致
団
結
し
て

「
チ
ー
ム
霧
島
」
で
勝
利
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

も
し
負
け
た
ら
…

敗
れ
た
場
合
は
対
戦
相
手
の
自

治
体
の
旗
を
市
役
所
庁
舎
に
１
週

間
掲
揚
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

ま
ち
の
威
信
と
名
誉
を
か
け
た
住

民
総
参
加
型
の
戦
い
。
ま
さ
に
市

民
の
皆
さ
ん
全
員
が
主
役
で
す
。

真
の
目
的
は
健
康
づ
く
り

チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
は
運
動
や
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
健
康
に
対
す
る

意
識
を
高
め
る
き
っ
か
け
づ
く
り

も
目
的
の
一
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

運
動
を
し
た
い
け
ど
き
っ
か
け

が
な
か
っ
た
方
や
何
か
に
挑
戦
し

た
い
方
な
ど
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

そ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
て
、
あ
な

た
の
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
し

て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
各
地
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
設
定
し
、
コ
ー
ス
マ
ッ

プ
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
５
月
28

日
に
は
、
市
の
社
会
体
育
施
設
な

ど
を
無
料
開
放
し
ま
す
。
ぜ
ひ
活

用
く
だ
さ
い
。

運
動
し
た
ら
必
ず
報
告

15
分
間
以
上
運
動
や
ス
ポ
ー
ツ

な
ど
を
し
た
ら
、
当
日
の
午
後
９

時
30
分
ま
で
に
報
告
し
な
い
と
カ

ウ
ン
ト
さ
れ
ま
せ
ん
。

電
話
ま
た
は
自
治
会
を
通
し
て

配
布
し
た
専
門
用
紙
（
市
役
所
本

庁
、
各
総
合
支
所
、
社
会
体
育
施

設
な
ど
に
も
設
置
）
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
直
接
か
フ
ァ
ク
ス

で
報
告
で
き
ま
す
。

学
校
や
会
社
な
ど
団
体
で
参
加

さ
れ
た
場
合
は
、
代
表
の
方
が
人

数
を
ま
と
め
て
報
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◎�

�問・�報
＝
保
健
体
育
課
ス
ポ
ー

ツ
振
興
グ
ル
ー
プ
☎（
42
）１
１

１
７
、
℻（
43
）５
３
８
０
、
各

地
区
教
育
振
興
課

開催日は５月
28日（水）午前

０時から午後
９時まで

対戦相手は「岩手県
奥州市」

市社会体育施設を無料開放
　チャレンジデー当日には市内の体育施設を無料開放します。利
用を希望される方は、お早めに各施設まで問い合わせください。
◦利用時間＝午前９時から午後９時

チャレンジデー 2014
http://www.ssf.or.jp/practice/challenge/2014/index.html チャレンジデー 検索

チャレンジデーは「参加率を争う大会」
毎年５月の最終水曜日（今年は５月28日）に人口規模がほぼ同じ自治体同士で、午前０時から午後９時までの間に15分

以上継続して運動やスポーツなどを行った住民の「参加率」を競う大会です。
チャレンジデーは、スポーツの振興と自治体間の交流などを目的に昭和58年にカナダで始まり、日本では平成５年か

ら笹川スポーツ財団が普及活動に取り組んでいます。
年々参加数も増えており、今年は118自治体。国際大会「ワールドチャレンジデー」も開催されるなど注目を集めています。

まちの威信と
名誉をかけた
負けられない戦い
あなたの参加が
カギをにぎる

Let's try

15min

CIVIC NEWS

青森県

秋田県 岩手県

宮城県山形県

福島県

岩手県奥州市

15
分
間
運
動
→
午
後
９
時
30
分
ま
で
に
報
告
＝
チ
ャ
レ
ン
ジ
成
功
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市内の高校生と写真クラブからの投稿写真紹介「スナップ×スナップ」
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この写真は母とドライブしたときにふらりと立ち寄った
場所で撮影しました。桜を見ていたら奥のほうにきれ
いに霧島山が見えたので思わずシャッターをきりました。
このときの設定はオートにしていて絞りは10、シャッター
スピードは1/400でした。今思うとオートだけでなく自分な
りに設定して撮影すれば良かったなと思いました。今後
撮影するときは、さまざまな設定に挑戦してみたいです。

４月中旬、写真仲間と八重桜を撮影しようと牧園方面へ車
を走らせました。丸尾の滝を通るとき目に飛び込んできたのが
「新緑」の美しさ。思わず車を止め撮影しました。緑の深み
を出すために川を入れ、少しアンダーで撮影。イメージどおり
の色を表現できましたが、もう少しスローシャッターにして川の
流れを出せたらと少し後悔。また、次回チャレンジします。絞り
８、シャッター１／250、ＩＳＯ400。今、狙っているのがホタル。

隼人工業高校
情報技術科２年  久

きゅう

德
と く

 好
こ の み

生さん　写真歴１年

中俣 秀昭さん（71）隼人町松永、写真歴６年

春のおとずれ

新緑の初夏

霧島神宮お田植え祭が３月４日、境内で行わ
れ、伝統的な儀式を一目見ようと市内外から多
くの見物客が訪れました。これは毎年旧暦の２
月４日に行われ、稲作の様子をユーモラスに舞
い五穀豊穣を願うもので、県の無形民俗文化財
に指定されています。

第６回大学サッカーフェスティバルin霧島が３月４日か
ら８日まで、霧島市と鹿児島市で開催され、総勢16校に
よる手に汗握る白熱したゲームが展開されました。８日に
行われた決勝戦は慶應義塾大学と早稲田大学の対戦。熱戦
の末、慶應義塾大学が３対０で勝利しました。

昭和９年に霧島山が日本で最初の国立公園に指定されてか
らちょうど80年目となる３月16日、牧園町のみやまコンセー
ルで80周年を祝う式典が行われました。式では隼人町の宮
内小学校児童らによる合唱や功労者への表彰、霧島山の魅力
や今後の活用などについてのシンポジウムなどがあり、最後
には「未来に伝えたい自然の豊かさ」と題してタレントの高
木美保さんによる記念講演もありました。

霧島山が国立公園指定80年

滑
こっけい

稽な田の神舞で豊穣を願う

５年前作成した市の生活情報をまとめた「市民便利帳」
を改訂するために３月13日、市と㈱サイネックスが製作
のための協定を結びました。製作費は全て広告費で賄われ、
同社が製作します。発行は今年の９月ごろを予定しており、
全世帯に配布します。

大
学
サ
ッ
カ
ー

霧
島
市
で
熱
戦

便
利
帳
の

改
訂
に
向
け
て
協
定

老朽化により建て替え工事が行われていた横川町中ノにあ
る築56年のＪＲ植村駅の新駅舎が完成し３月９日、落成式
があり、地域住民ら約60人が祝いました。建築には住民ら
もボランティアで参加。式では植村今村地区自治公民館長の
福原平さんが「皆さんの力で九州一地域の思いがこもった駅
ができました」と感謝を述べました。

福山町福山にある県指定文化財「旧田中家別邸」の模型
と測量図を製作した第一工業大学の学生らが３月３日、完
成品を市に寄贈しました。製作にあたった工学部建築デ
ザイン学科の学生４人は「屋根の形が特徴的で再現が難し
かったです。授業では教わらなかったこともたくさん経験
し、勉強になりました」と喜んでいました。

3月20日に東京・日本武道館で開催された全国
高等学校柔道選手権大会、女子52㌔級で国分中
央高校の前田千島選手が見事優勝。前田選手は「次
は８月のインターハイで優勝を目指す」と意気込
んでいました。

前田千
ち　しま

島選手、全国優勝

地
域
自
慢
の
駅
舎

植
村
駅
が
完
成

旧
田
中
家
別
邸
の

模
型
を
寄
贈

The Kirishima Times
き り し ま タ イ ム ズ



この本は
、昔話研

究所の小

澤俊夫先
生が魅力

あるグリム

童話を語
るための

グリム童
話

として再話
されたもの

です。

幼いころ、
聞いたこと

のある

「白雪姫
」「七羽の

からす」「
お

おかみと七
ひきの子や

ぎ」ほか、

全125話
集録されて

います。

大人も子ど
もも楽しめ

るお話

ばかりです
。

絵
本
を
ヒ
ン
ト
に
、
３
匹
の
子
ぶ

た
や
赤
ず
き
ん
を
捕
ま
え
よ
う
と

企
む
お
お
か
み
…
。
ス
リ
ル
満
点

の
駆
け
引
き
の
結
末
は
！？

お
お
か
み
だ
っ
て

き
を
つ
け
て

芦
崎 

笙　
著

メ
ガ
バ
ン
ク
の
女
性
幹
部
候
補
・

吉
沢
環
は
、
経
営
幹
部
の
派
閥
抗

争
に
巻
き
込
ま
れ
て
し
ま
う
が
…
。

ス
コ
ー
ル
の
夜

ぽ
っ
ち
ゃ
り
だ
か
ら
こ
そ
楽
し
め

る
ス
タ
イ
ル
が
た
く
さ
ん
あ
る
！

自
分
だ
け
の
特
別
な
服
の
作
り
方

を
紹
介
し
ま
す
。

相
澤 

樹
＆
笹
原
の
り
こ　
著

重
森
千
佳　
著

東
北
電
力
は
、
東
日
本
大
震
災
時
、

東
京
電
力
と
比
べ
て
際
立
っ
た
対

応
を
見
せ
た
。
女
川
原
発
は
な
ぜ

事
故
を
回
避
で
き
た
の
か
。

町
田 

徹　
著

電
力
と
震
災

ぽ
っ
ち
ゃ
り
ガ
ー
ル
の

ソ
ー
イ
ン
グ
ブ
ッ
ク

図書館へ行こう
（横川町在

住）

田上美奈子
さん

おすすめの
本

http://www.lib-kirishima.jp/

新

紹

介

刊

語るための

グリム童話
1～7

監訳：小澤
俊夫

私
の
宝
本

人生に役立
つ

メッセージ

満載の書

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎64-0918
隼人図書館／☎43-7574
溝辺図書室／☎58-3191
横川図書室／☎72-1596
牧園図書室／☎78-3349
霧島図書室／☎57-0316
福山図書室／☎56-2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

イベント名 日　　時［対　象］ 場所・問い合わせ先
赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） ６月 2日（月）10：30 ～ 11：00

国分図書館幼児と小学生のためのおはなしの部屋
（りんごの木） ６月 7日（土）10：30 ～ 11：30

ほるとの森おはなし会 ５月24日（土）、6月14日（土）・28日（土） 14：00 ～ 14：30

おはなしの部屋
６月 5日（木）16：00 ～ 16：30［幼児］
６月 6日（金）11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］
６月15日（日）11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） ６月 8日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなし会（おはなしの会「さんぽ道」） ６月21日（土）14：00 ～ 15：00 横川図書室

お話の時間（紙ふうせん） ６月16日（月）15：30 ～ 16：30 霧島図書室

えほんとわらべうたの会
◦�日時＝６月２日（月）、９日（月）午前10時30分～
11時30分
◦�対象＝親子（２・３歳児対象）先着20組
◦�講師＝細川真弓先生　
※申し込みが必要です

鹿児島の昔話について
◦�日時＝６月13日（金）午前10時～正午
◦�対象＝一般
◦�講師＝有馬英子先生
※申し込みは不要です
◦�場所＝両イベントとも隼人図書館２階
・ ＝隼人図書館 ☎（43）7574

隼
人
中
学
校
２
年
の
平
田
歩あ

弓ゆ
み

さ
ん

（
13
）
は
、
昨
年
度
鹿
児
島
県
中
学

女
子
１
年
８
０
０
㍍
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位
、
秋

に
神
奈
川
県
で
行
わ
れ
た
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
で
は
同
競
技
で
５
位
に
入
賞
し
た
県

中
距
離
界
の
ホ
ー
プ
で
す
。

彼
女
が
陸
上
に
目
覚
め
た
の
は
、
小
学
校

５
年
の
と
き
。
小
さ
い
こ
ろ
か
ら
走
る
こ
と

が
好
き
で
、
校
内
の
持
久
走
大
会
で
は
２
年

生
か
ら
４
年
生
ま
で
ず
っ
と
１
位
。
し
か
し

越
え
ら
れ
な
い
壁
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
が

宮
内
小
学
校
の
学
校
記
録
。
そ
の
記
録
を
破

り
た
か
っ
た
彼
女
は
、
隼
人
陸
上
ク
ラ
ブ
に

入
部
し
走
り
を
基
礎
か
ら
学
び
、
５
年
生
、

６
年
生
と
連
続
で
記
録
を
塗
り
替
え
ま
し
た
。

中
学
校
に
入
学
す
る
と
顧
問
の
指
導
の
お

か
げ
で
、
さ
ら
に
記
録
を
伸
ば
し
、
県
を
代

表
す
る
選
手
に
な
り
ま
し
た
。

平
田
さ
ん
に
走
る
こ
と
の
魅
力
に
つ
い
て

聞
く
と「
と
に
か
く
走
る
こ
と
が
好
き
。走
っ

て
い
る
と
き
の
爽
快
感
、
走
り
終
え
た
と
き

の
達
成
感
は
最
高
で
す
」
と
目
を
輝
か
せ
な

が
ら
話
し
ま
す
。

一
見
、
お
と
な
し
そ
う
に
見
え
る
平
田
さ

ん
で
す
が
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
は
口
を
そ
ろ
え

て
「
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
」
と
言
い
ま
す
。
い

つ
も
笑
顔
で
学
校
で
も
部
活
で
も
周
り
を
明

る
く
す
る
存
在
で
す
。

そ
ん
な
彼
女
が
口
に
す
る
の
が
感
謝
の
言

葉
。
顧
問
の
先
生
や
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
支
え

が
あ
る
か
ら
頑
張
れ
る
と
言
い
ま
す
。
中
で

も
家
族
の
存
在
は
大
き
い
よ
う
で
す
。

「
大
会
の
と
き
は
毎
回
、
家
族
が
応
援
に

来
て
く
れ
ま
す
。
特
に
父
の
声
援
は
す
ご
く

て
、走
っ
て
い
る
と
き
も
“
行
け
ー
行
け
ー
”

と
い
う
声
が
聞
こ
え
て
く
る
ぐ
ら
い
で
、
よ

く
声
を
か
ら
し
て
い
ま
す
。
顧
問
の
先
生
、

チ
ー
ム
メ
ー
ト
、
家
族
、
み
ん
な
が
私
を
後

押
し
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
大
好
き

な
走
り
で
、
応
援
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
」

将
来
の
夢
は
「
二
十
歳
の
と
き
に
行
わ
れ

る
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
出
る
こ
と
」
と
少

し
恥
ず
か
し
そ
う
に
し
な
が
ら
も
答
え
る
そ

の
目
は
未
来
を
見
据
え
て
い
ま
し
た
。

隼人図書館

イベント
案内

隼人
図書館
講座

国分図書館休館のお知らせ
特別整理期間のため次の期間休館します。
◦�期間＝６月16日(月) ～ 25日(水)※休館中に図書の返却をされる方は、図書館
の入口および歩道沿いに返却ポストを設けていますので、ご利用ください。
＝国分図書館 ☎（64）0918

隼人中学校２年
平田歩

あ

弓
ゆ み

さん（13）
現在、夏に行われる全国
大会女子中学800、1,500
㍍出場に向けて猛練習中。

YELL

走っているときの娘は生き生き
としていて、私たちまで元気を
もらえます。私たちにできること
は、娘が頑張れる環境を作るこ
と。これからも全力で、声をか
らしながら（笑）応援していきま
す。頑張れ歩弓。

父・大吾さん（42）

仲良しの隼人中学校陸上部
長距離女子のメンバー▶

大
好
き
な
走
り
で

夢
を
か
な
え
る

平
成
25
年
度
県
中
学
女
子
１
年

８
０
０
㍍
ラ
ン
キ
ン
グ
１
位

エール
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in
tr

o
d

u
c

tio
n

夢のカタチ
未来の夢を追う若者たちの今を描きます

放課後、グラウンドで熱心に練習に取り組む平
田さん。まるで地面の上を飛ぶような軽やかな
走りを見ていると風の音が聞こえてきそう。

今回から始まったこのコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。



今
回
は
、
日
豊
本
線
と
吉
都
線
が

交
わ
る
「
都
城
駅
」
を
紹
介
し
ま
す
。

■「
な
な
つ
星
」が
停
車
す
る
都
城
駅

都
城
市
栄
町
に
あ
る
都
城
駅
は
、

大
正
２
年
10
月
に
開
業
し
、
昨
年
、

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

Ｊ
Ｒ
九
州
の
日
豊
本
線
と
吉
都
線

が
交
わ
る
駅
と
し
て
、
通
勤
や
通
学

な
ど
で
多
く
の
人
た
ち
が
利
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
昨
年
話
題
と
な
っ

た
日
本
初
の
ク
ル
ー
ズ
ト
レ
イ
ン

「
な
な
つ
星
」が
停
車
す
る
こ
と
か
ら
、

多
く
の
見
学
客
が
都
城
駅
を
訪
れ
て

い
ま
す
。

平
成
24
年
度
に
は
、
駅
敷
地
内
に

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
施
設
が
整
備
さ

れ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
や
環
境
対
策

で
地
域
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

草
刈
り
機
か
ら
発
生
す
る
二
酸
化
炭

素
の
排
出
を
抑
え
る
た
め
、
５
頭
の

ヤ
ギ
が
放
牧
さ
れ
て
い
て
、
除
草
作

業
の
大
役
を
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

■�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
で
生
ま
れ
変

わ
っ
た
都
城
駅

平
成
26
年
３
月
に
は
、
駅
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
の
工
事
が
完
了
。
改
札

か
ら
各
ホ
ー
ム
を
結
ぶ
連
絡
橋
や
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
が
新
設
さ
れ
、
駅
舎
内

に
は
多
目
的
ト
イ
レ
が
整
備
さ
れ
ま

し
た
。

連
絡
橋
の
壁
材
に
は
、
市
内
で
生

産
さ
れ
た
杉
が
使
用
さ
れ
て
い
て
、

木
の
ぬ
く
も
り
を
利
用
客
に
伝
え
ま

す
。
ま
た
、
連
絡
橋
の
中
に
は
、
展

望
ス
ペ
ー
ス
が
設
け
ら
れ
て
い
て
、

勇
壮
な
霧
島
山
を
眺
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

都
城
駅
は
、
こ
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
よ
っ
て
、
車
い

す
の
利
用
者
や
重
い
荷
物
を

持
っ
た
人
な
ど
が
利
用
し
や

す
い
駅
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま

し
た
。

問�

＝
都
城
市
総
合
政
策
課
☎

０
９
８
６（
23
）２
１
１
５

環
霧
島
・
錦
江
湾
奥
イ
ベ
ン
ト
情
報

目指せ !世界ジオパーク認定

鹿児島県

宮
崎
県

霧島市

曽於市

都城市

小林市えびの市

高原町

湧水町

姶良市

鹿児島市 錦江湾

桜島

垂水市

霧島山

錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、
姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて
連携し、地域活性化を図ることを目指します。

環霧島会議とは、霧島山を取り巻
く鹿児島・宮崎両県の５市２町で
構成され、県境を越えて連携し地
域活性化を図ります。

環霧島会議

錦江湾奥会議

錦 江 湾 奥 イ ベ ン ト

・ �日時＝６月15日（日）午前８時30分～午後
１時30分

・ �場所＝加治木福祉センター
・ �内容＝400年以上の歴史があり、国の無形
民俗文化財に選定されたくも合戦。２匹のコ
ガネグモの一騎打ちに会場が熱くなります。
＝加治木地域振興課  ☎（62）2111

姶良市加治木町くも合戦姶良市

・ �日時＝６月７日（土）午前９時開演
・ �場所＝垂水市文化会館
・ �内容＝行進曲の父、瀬戸口藤吉翁の故郷
である垂水市では、例年、全国でも類を
見ない「行進曲だけ」のコンクールを開催
しています。
＝垂水市社会教育課  ☎0994（32）0224

第16回瀬戸口藤吉翁記念行進曲コンクール垂水市

・ �期間＝５月17日（土）～６月８日（日）
・ �開園時間＝午前９時～午後５時
・ �場所＝平川動物公園花しょうぶ園内
・ �内容＝花しょうぶを眺めながら、本格的
なお茶を楽しめる「野点（茶会）」や「園芸
教室」が行われます。
＝平川動物公園  ☎099（261）2326

平川動物公園花しょうぶまつり鹿児島市

環 霧 島 イ ベ ン ト

・ �期日＝５月24日（土）、25日（日）
・�受付＝５月24日（土）皇子原公園管理事務
所前、午後１時から

・ �参加料＝大人10,000円、中学生以下7,000円
・ �申込締切＝５月20日（火）※先着40人
・�内容＝矢岳や町内を巡る１泊のツアーです。
＝�高原町まちづくり推進課  ☎0984（42）2115

神武の里たかはる登山とウオーキングツアー高原町

・�日時＝５月25日（日）午前８時から
・�場所＝財部温泉健康センター（曽於市財
部町下財部357-1）隣の「田んぼ」

・�内容＝「どろんこフラッグ」や「どろんこPK」
など田植え前の水田で、泥まみれになりな
がらスポーツを楽しみます。
＝�曽於市教育委員会  ☎099（482）5958

第９回曽於市どろんこ大会曽於市

・ �期間＝５月24日（土）～６月８日（日）
・ �時間＝午後７時～９時
・ �場所＝出の山公園ホタル恋まつり特設会場
・ �内容＝全国名水百選に選ばれた出の山湧
水で知られる公園。ゲンジホタルが公園
一面を舞う光景は幻想的です。
＝小林市観光協会  ☎0984（22）8684

出
いで

の山ホタル恋まつり小林市

ぐるっと霧島
周遊列車

環霧島探訪

〈作り方〉
① 前日の夕方、もち米とうるち米を一緒に洗い水に浸し、一晩おく。
② 前日の夕方、①とは別にあずきを水に浸し、一晩おく。
③ 米をざるにあげ、十分水気をきる。
④ あずきを弱火で40分ほど炊く。（あずきが柔らかくなりすぎないように）
⑤ ③に水気をきったあずきを混ぜて、せいろで40分ほど蒸す。
⑥ 色を付けるために、あずきを浸していた水を500ccほどかけ入れて、さらに15分ほど蒸す。
⑦ 炊きあがったら、お好みでごま塩をふる。

〈材　料〉
もち米２升、うるち米２合、あずき500ｇ、ごま塩（適量）

料
理
教
室
や
パ
ン
づ
く
り
講

座
な
ど
に
足
し
げ
く
通

い
、
み
そ
も
郷
土
料
理
も
お
菓
子

も
作
る
藤
田
敏
文
さ
ん
（
73
）。

一
人
暮
ら
し
の
家
に
は
、
料
理
を

習
い
に
来
る
知
人
や
も
ら
い
に
来

る
友
人
も
い
る
ほ
ど
。
料
理
に
目

覚
め
た
の
は
５
年
前
。
き
っ
か
け

は
何
気
な
く
参
加
し
た
料
理
講
座

で
し
た
。

幼
少
時
代
、
貧
し
い
生
活
の
中

で
、
母
イ
ト
さ
ん
が
作
る
赤
飯
が

一
番
の
ご
ち
そ
う
だ
っ
た
と
話
す

藤
田
さ
ん
。
家
族
の
お
祝
い
事
が

あ
る
と
食
卓
に
並
び
、
今
も
心
に

残
っ
て
い
る
と
い
い
ま
す
。

結
婚
し
て
妻
の
揚よ

う

子こ

さ
ん
が
主

に
料
理
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
も
、

母
譲
り
の
か
ま
ど
で
作
る
赤
飯
は

藤
田
さ
ん
の
担
当
。
子
ど
も
た
ち

に
も
人
気
で
し
た
。
そ
ん
な
あ
る

日
、
揚
子
さ
ん
が
病
に
倒
れ
ま
す
。

揚
子
さ
ん
の
介
護
と
ま
だ
幼
い
３

人
の
息
子
を
育
て
な
が
ら
、
仕
事

に
追
わ
れ
る
日
々
。「
と
に
か
く

生
き
る
た
め
に
無
我
夢
中
だ
っ

た
」
と
当
時
を
振
り
返
り
ま
す
。

揚
子
さ
ん
が
施
設
に
入
り
、
数

十
年
後
に
息
子
た
ち
が
独
り
立
ち

し
、
独
り
に
な
っ
た
藤
田
さ
ん
は
、

軽
い
気
持
ち
で
公
民
館
の
料
理
講

座
を
受
講
し
ま
す
。

「
自
分
の
ご
飯
を
作
れ
た
ら
と

思
っ
て
参
加
し
ま
し
た
が
、
徐
々

に
料
理
に
は
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
い
つ
も
手
間
暇
か
け
て

お
い
し
い
料
理
を
作
っ
て
く
れ
た

母
と
妻
に
改
め
て
感
謝
し
ま
し
た
。

今
は
自
分
の
料
理
で
人
を
喜
ば
せ

る
こ
と
が
生
き
が
い
で
す
」

今
で
は
何
で
も
作
れ
る
藤
田
さ

ん
。
旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
や

季
節
の
お
菓
子
を
作
っ
て
は
、
揚

子
さ
ん
に
届
け
ま
す
。
息
子
家
族

が
帰
省
す
る
た
び
、
腕
に
よ
り
を

か
け
て
料
理
を
作
り
ま
す
。
そ
こ

に
は
妻
へ
の
感
謝
と
寂
し
い
思
い

を
さ
せ
た
息
子
へ
の
お
詫
び
の
気

持
ち
が
こ
も
っ
て
い
ま
す
。

「
今
の
私
に
と
っ
て
料
理
は
家

族
を
つ
な
ぐ
も
の
。
離
れ
て
い
て

も
心
の
つ
な
が
り
を
感
じ
ま
す
」

藤
田
家
の
か
ま
ど
か
ら
湯
気
が

上
が
る
と
“
家
族
の
絆
”、
赤
飯

が
炊
き
あ
が
り
ま
す
。

◎国分重久

家族をつなぐ料理「赤飯」

思い出の味を募集しています。住所、氏名、年齢、電話番号を記入の上、あなたの心に残る、食べたらなぜか元
気になる味をエピソードとともにお寄せください。採用された方には後日連絡の上、取材させていただきます。
（宛先）〒899−4394  国分中央三丁目45番１号　秘書広報課「思い出の味」係

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

赤
　
飯

藤田敏文さん（73）

都
城
駅
現
在

昭
和
44
年
の
都
城
駅

庭のかまどとせいろを使っ
て蒸す。せいろは貸し出し
もしている。
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「一
い っ

湯
と う

一
い ち

会
え

」の精神で
これからも温泉ざんまい

初代「霧島の温泉横綱」

市内の協賛する64か所の温泉施設
を利用してゆ旅帳（200円）にスタ
ンプを集め、利用数に応じた各番
付ごとに申請すると、すてきな賞
品をプレゼント。全てを制覇した
ら「横綱」に任命され、オリジナル
前掛けがもらえます。横綱目指し
て、ぜひ参加してください。
��問＝�きりしまゆ旅事務局（霧島市
観光協会内）☎（78）2115

制覇した「きりしまゆ旅」や「別府八湯
温泉道」のスタンプ帳。自宅には、ほ
かにもたくさんのスタンプ帳がある

「
横
綱
」
の
前
掛
け
は
、
き
り
し
ま
ゆ
旅
を
制
覇
し
た
証
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横
綱
の
名
を
汚
さ
ぬ
よ
う
、
一い

っ

湯と
う

一い
ち

会え

の
精
神
で
精
進
し
ま
す
」

３
月
16
日
か
ら
始
ま
っ
た
市
内
の
温
泉

施
設
64
か
所
を
巡
る
湯
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
「
き
り
し
ま
ゆ
旅
」
を
、
わ
ず
か

10
日
間
で
制
覇
し
、
初
代
「
霧
島
の
温
泉

横
綱
」
に
認
定
さ
れ
た
彼
女
は
、
誇
ら
し

げ
に
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

彼
女
の
名
前
は
大
久
保
彩
子
さ
ん（
32
）。

愛
知
県
出
身
で
平
成
18
年
春
、
結
婚
を
機

に
夫
の
毅た

け
しさ

ん
（
34
）
の
勤
め
先
で
あ
る

国
分
に
移
住
。
初
め
て
訪
れ
る
地
で
の
生

活
は
、
方
言
や
文
化
の
違
い
に
戸
惑
う
こ

と
ば
か
り
で
し
た
。

そ
ん
な
と
き
毅
さ
ん
が
連
れ
て
行
っ
て

く
れ
た
の
が
日
当
山
の
家
族
湯
。
初
め
て

の
体
験
は
大
き
な
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク

だ
っ
た
と
い
い
ま
す
。

「
霧
島
に
来
る
ま
で
は
、
あ
ま
り
温
泉

に
入
る
習
慣
は
な
く
、
温
泉
と
い
え
ば
家

族
と
行
っ
た
旅
館
の
イ
メ
ー
ジ
で
、
ど
ち

ら
か
と
い
う
と
年
配
の
方
が
利
用
す
る
も

の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
家

族
湯
は
、
ま
ず
入
り
口
の
扉
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
び
っ
く
り
。
中
に
入
る
と

シ
ャ
ワ
ー
が
一
つ
に
小
さ
な
浴
槽
が
一
つ
。

若
い
人
や
家
族
連
れ
が
大
勢
利
用
し
て
い

て
、
そ
れ
ま
で
の
イ
メ
ー
ジ
と
全
然
違
う

こ
と
に
驚
き
ま
し
た
。
こ
れ
が
鹿
児
島
の

文
化
な
ん
だ
と
思
い
、
温
泉
に
興
味
を
持

つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
」

THE SCENE

霧島に生きる

s
l

o
w

 
l

i
f

e

大久保彩子さん（32）
愛知県豊田市出身、国分に移住したが、少しでも
温泉の近くで暮らしたいと隼人町姫城に引っ越して
３６５日温泉ざんまいの生活を満喫。知識を生かし「日
の出温泉観光アドバイザー」の肩書きを持つ。現在、
別府八湯温泉道の８回目、きりしまゆ旅２回目の制
覇に挑戦中。

さ
ら
に
、
そ
の
年
の
秋
に
旅
行
し
た
別

府
温
泉
で
「
湯
め
ぐ
り
」
に
出
合
い
ま
す
。

「
別
府
で
88
か
所
の
温
泉
を
巡
る
“
別

府
八
湯
温
泉
道
”
が
あ
る
こ
と
を
知
り
挑

戦
し
ま
し
た
。
そ
の
と
き
泉
質
の
違
い
で

こ
ん
な
に
も
温
泉
が
変
わ
る
ん
だ
と
い
う

こ
と
を
知
り
、
湯
め
ぐ
り
に
は
ま
り
ま
し

た
」湯

め
ぐ
り
に
目
覚
め
た
大
久
保
さ
ん
は
、

別
府
八
湯
温
泉
道
を
７
回
、
九
州
内
１
４

０
か
所
を
対
象
に
し
た
九
州
温
泉
道
を
３

回
制
覇
、
人
吉
の
湯
め
ぐ
り
は
昨
年
、
一

昨
年
と
初
代
制
覇
に
成
功
。
そ
し
て
今
回
、

広
報
き
り
し
ま
２
月
号
で
「
き
り
し
ま
ゆ

旅
」
を
知
り
挑
戦
。「
ど
う
せ
や
る
か
ら

に
は
一
番
」
と
持
ち
前
の
負
け
ず
嫌
い
精

神
に
火
が
つ
き
、
多
い
と
き
に
は
１
日
13

湯
を
回
り
ま
し
た
。

温
泉
へ
の
好
奇
心
は
、
た
だ
入
る
こ
と

だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
温
泉
ソ
ム
リ
エ
や

温
泉
観
光
士
の
資
格
も
取
得
。
温
泉
通
な

ら
で
は
の
楽
し
み
方
を
さ
ら
に
深
め
て
い

き
ま
し
た
。

「
だ
ん
だ
ん
温
泉
を
知
っ
て
い
く
と
、

そ
の
泉
質
や
効
能
に
興
味
を
持
つ
よ
う
に

な
り
、
そ
の
と
き
の
気
分
や
体
調
に
合
わ

せ
て
温
泉
を
使
い
分
け
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
最
近
で
は
、
泉
質
や
効
能
が
異
な

る
温
泉
を
は
し
ご
し
て
、
効
能
を
さ
ら
に

高
め
た
り
、
新
た
な
効
果
を
試
し
た
り
と
、

組
み
合
わ
せ
を
考
え
な
が
ら
湯
め
ぐ
り
を

楽
し
ん
で
い
ま
す
」

新
た
な
温
泉
の
楽
し
み
方
を
開
拓
し
て

い
く
大
久
保
さ
ん
。
霧
島
の
温
泉
の
魅
力

に
つ
い
て
「
な
ん
と
言
っ
て
も
泉
質
の
数
。

一
つ
の
ま
ち
に
こ
れ
だ
け
の
泉
質
が
あ
る

の
は
珍
し
い
。
い
ろ
い
ろ
な
温
泉
を
回
っ

て
組
み
合
わ
せ
を
楽
し
め
る
の
で
毎
日
が

発
見
。
こ
れ
は
、
霧
島
市
の
温
泉
の
新
た

な
魅
力
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
き
り
し
ま

ゆ
旅
で
も
た
く
さ
ん
の
温
泉
や
そ
こ
に
集

ま
る
人
と
出
会
い
、本
当
に
“
一
湯
一
会
”

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。
湯
め
ぐ
り
好
き
に

は
天
国
み
た
い
な
ま
ち
。
こ
れ
か
ら
も
出

会
い
を
大
切
に
し
、
そ
の
魅
力
を
全
国
に

発
信
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
」
と
意
欲
を

燃
や
し
て
い
ま
し
た
。

５
月
中
旬
に
は
、
温
泉
が
縁
で
知
り

合
っ
た
全
国
の
温
泉
仲
間
を
集
め
て
「
き

り
し
ま
ゆ
旅
」
め
ぐ
り
を
す
る
予
定
。
初

代
横
綱
の
使
命
を
胸
に
、
大
久
保
さ
ん
の

温
泉
巡
業
の
日
々
は
続
き
ま
す
。



山
原
台
地
で
は
か
な
り
下
の
方
に
見
ら
れ
、

そ
こ
か
ら
東
へ
向
け
て
高
度
が
徐
々
に
上

が
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
時
期
は
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
が
、

加
久
藤
火
砕
流
が
堆
積
す
る
前
に
、
天
降

↑

↑

天
降
川
と
温
泉
の
関
係

川
に
沿
っ
て
東
側

が
大
き
く
沈
む
よ

う
な
地
層
の
ず
れ
、

つ
ま
り
大
規
模
な

断
層
が
発
生
し
た

こ
と
が
分
か
り
ま

す
。
こ
の
断
層
に

よ
っ
て
天
降
川
付

近
が
大
き
く
落
ち

込
み
、
そ
こ
に
河
川
が
入
り
現
在
の
天
降
川

が
で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

四
．
天
降
川
と
温
泉

こ
の
よ
う
に
、
天
降
川
沿
い
に
は
断
層
が

あ
り
、
そ
の
断
層
の
割
れ
目
を
伝
っ
て
温
泉

が
湧
き
出
る
た
め
、
温
泉
が
点
在
し
て
温
泉

郷
を
形
成
し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
全
国
に

あ
る
川
沿
い
の
温
泉
地
も
同
様
な
仕
組
み
で

で
き
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
天
降
川
沿
い
の
主

な
温
泉
と
発
見
年
代
は
次
の
と
お
り
で
す
。

❖
安
楽
温
泉　

康
治
元
（
一
一
四
二
）
年

❖
清
姫
温
泉　

永
仁
元
（
一
二
九
三
）
年

❖
塩
浸
温
泉　

文
化
三
（
一
八
〇
九
）
年

❖
妙
見
温
泉　

明
治
二
八
（
一
八
九
五
）
年

❖
姫
城
温
泉　

昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年

こ
れ
か
ら
行
楽
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
、
温
泉

め
ぐ
り
を
計
画
さ
れ
る
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。
温
泉
地
に
行
か
れ
た
ら
、
ゆ
っ
く
り
温

泉
を
楽
し
み
な
が
ら
少
し
だ
け
そ
の
歴
史
に

つ
い
て
考
え
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

（
文
責
＝
鈴
）

南
北
に
流
れ
、
全
長
約
39
・
２
㌔
、
22
の
支

川
を
持
つ
県
内
最
大
の
二
級
河
川
で
す
。
で

は
、
天
降
川
は
な
ぜ
こ
の
場
所
に
流
れ
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

天
降
川
の
周
辺
を
調
べ
る
と
、
不
思
議
な

現
象
が
見
ら
れ
ま
す
。
天
降
川
の
西
側
に
は

十じ
ゅ
う

三さ
ん

塚つ
か

原は
ら

台
地
（
空
港
の
あ
る
台
地
）
と
東

側
に
は
春は

る

山や
ま

原は
ら

台
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
標

高
は
両
方
と
も
２
３
５
～
２
５
０
㍍
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
約
34
万
年

前
に
堆
積
し
た
加か

　
く
　
と
う

久
藤
カ
ル
デ
ラ
（
え
び
の

盆
地
を
起
源
）
の
火
砕
流
は
、
十
三
塚
原
で

は
台
地
の
上
部
に
存
在
し
て
い
ま
す
が
、
春

山
性
温
泉
」
と
地
下
深
く
な
る
ほ
ど
温
度
が

高
く
な
る
深
層
熱
源
に
よ
る
「
非
火
山
性
温

泉
」
が
あ
り
、
霧
島
の
温
泉
は
全
て
前
者
に

な
り
ま
す
。

二
．
温
泉
と
断
層

で
は
、
な
ぜ
温
泉
は
地
中
か
ら
湧
き
出
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

火
山
の
地
下
数
㌔
～
十
数
㌔
に
は
マ
グ
マ

だ
ま
り
（
８
０
０
～
１
２
０
０
℃
）
や
マ
グ

マ
か
ら
分
離
し
た
高
温
の
熱
水
や
火
山
ガ
ス
、

水
蒸
気
な
ど
が
あ
り
、
割
れ
目
な
ど
の
弱
い

と
こ
ろ
を
伝
っ
て
地
上
へ
出
よ
う
と
し
ま
す
。

霧
島
が
昭
和
九
年
に
日
本
で
初
め
て
国
立

公
園
に
指
定
さ
れ
て
、
今
年
の
三
月
で
八
十

周
年
を
迎
え
ま
し
た
。
昭
和
三
十
九
年
に
屋

久
島
、
桜
島
、
指
宿
、
佐
多
が
加
わ
り
霧
島

屋
久
国
立
公
園
と
な
り
、
平
成
二
十
四
年
三

月
に
は
屋
久
島
を
分
離
し
、
錦
江
湾
奥
の
姶

良
カ
ル
デ
ラ
を
加
え
た
「
霧
島
錦
江
湾
国
立

公
園
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園
の
特
徴
は
、
巨
大

カ
ル
デ
ラ
噴
火
と
そ
の
後
の
火
山
活
動
（
霧

島
山
・
桜
島
・
開
聞
岳
な
ど
）
に
よ
っ
て
形

成
さ
れ
た
特
徴
の
あ
る
地
形
や
、
ミ
ヤ
マ
キ

リ
シ
マ
を
代
表
と
す
る
多
様
な
植
生
、
さ
ら

に
は
豊
富
な
温
泉
群
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

一
．
霧
島
の
温
泉

霧
島
市
に
は
数
多
く
の
泉
源
が
あ
り
、
霧

島
温
泉
郷
、
霧
島
神
宮
温
泉
郷
、
妙
見
・
安

楽
温
泉
郷
、
日
当
山
温
泉
郷
な
ど
の
温
泉
地

を
形
成
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
温
泉
地
は

そ
の
所
在
が
山
岳
部
と
河
川
沿
い
の
大
き
く

二
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

で
は
、
こ
の
違
い
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ

れ
に
は
、
ま
ず
温
泉
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て

紹
介
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

温
泉
と
は
、
地
熱
で
温
め
ら
れ
た
地
下
水

が
地
中
か
ら
湧
き
出
す
現
象
の
こ
と
を
言
い
、

火
山
の
地
下
の
マ
グ
マ
を
熱
源
と
す
る
「
火

自然の美と力に会える場所 霧
島
山
に
降
っ
た
雨
水
が
浸
み
込
ん
で
で
き

た
地
下
水
だ
ま
り
に
熱
水
や
火
山
ガ
ス
な
ど

が
触
れ
る
と
、
高
温
の
温
泉
水
が
で
き
ま
す
。

温
泉
水
は
地
下
水
な
ど
に
比
べ
る
と
軽
い
た

め
上
昇
す
る
対
流
が
発
生
し
、
火
山
活
動
や

地
殻
変
動
、
地
震
な
ど
に
よ
っ
て
で
き
た
割

れ
目
（
断
層
）
を
通
っ
て
湧
き
出
て
き
ま
す
。

霧
島
の
四
つ
の
温
泉
郷
は
い
ず
れ
も
同
じ
仕

組
み
で
温
泉
が
湧
き
ま
す
が
、
河
川
沿
い
の

妙
見
・
安
楽
温
泉
郷
と
日
当
山
温
泉
郷
は
天

降
川
の
成
り
立
ち
と
深
い
関
係
が
あ
り
ま
す
。

三
．
天
降
川
の
形
成

天
降
川
は
、
霧
島
市
を
縦
断
す
る
よ
う
に

地下水溜まり

十三塚原 春山原

入戸火砕流（シラス）
約３万年前

加久藤火砕流
約34万年前

マグマ

温泉水

天降川

熱水・水蒸気→

天降川付近の地層断面図

霧島山が国立公園に指定されて80周年。今回から国立公園をもっと
知って、もっと楽しむためのシリーズを連載します。
第１回目は霧島ジオパーク推進課の石川徹専門員の案内で、秘書広報
課の広報担当：上野都が、中岳中腹探勝路の魅力を体験してきました。

今
回
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー

霧
島
ジ
オ
パ
ー
ク

推
進
課
専
門
員

石
川 

徹
（
30
）

秘
書
広
報
課

上
野 

都
（
36
）

中岳中腹探勝路　　１周約2.3km、所要時間：約２時間

最高のロ
ケーショ

ン

360度ぐるり見渡すと、北西に中岳、

南東に高千穂峰が雄大な姿を見せ、

眼下には錦江湾、桜島、開聞岳が一

望できるまさに絶景。

火山弾が登山道を直撃新燃岳噴火の火山弾が登山道を直撃し、直径約２ｍの穴が残る。登山道を埋め尽くす砂利のような小石は、噴火で降り注いだ軽石。登り進めるほどに火口が近づくため、粒の大きさが大きくなる。

生まれ変わるミヤマキリシマ３年前の新燃岳噴火で影響を受けた
ミヤマキリシマ。枯れた枝（上部の
白い枝）と新しく生まれ育った枝が
共に見られるのは今だけの珍しい光
景。（写真は昨年５月中旬に撮影したもの）

中岳中腹探勝路は四季折々の山歩きが楽しめるコー
ス。特に５月中旬から下旬はミヤマキリシマが咲き
乱れ、登山者の目を楽しませてくれます。また、新
燃岳に近く、平成23年１月の新燃岳噴火の影響を間
近に見ることができる場所でもあります。起伏は緩
やかで、初心者でも十分楽しめます。
◦天候と火山の状況を確認してお出掛けください。
◦入山前に登山届を出しましょう。
◦中岳登山道は規制中で立ち入りできません。

断層面 →ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

九
州
の
火
山
の
高
い
山
に
自
生
す

る
ツ
ツ
ジ
の
一
種
。
霧
島
市
の
市
花

に
も
な
っ
て
い
る
。
中
岳
中
腹
探
勝

路
以
外
で
も
高
千
穂
峰
（
5
月
中
旬

～
6
月
上
旬
）
や
韓
国
岳
（
6
月
上

旬
～
中
旬
）
な
ど
で
も
楽
し
め
る
。

ミヤマキリシマの季節はもちろん、
一年中楽しめる場所です。
火山や地形の不思議にも
出会えますよ。

開聞岳

桜島

錦
江
湾 志

布
志
湾

霧
島
錦
江
湾
国
立
公
園

中岳中腹
探勝路

高千穂河原ビジターセンター
前のポストに登山届を出す

自然の
力に

感動し
ました

。

４
月
中
旬
、
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ

の
開
花
が
待
た
れ
る
中
岳
中
腹
探

勝
路
の
登
山
コ
ー
ス
か
ら
つ
つ
じ

コ
ー
ス
を
歩
き
ま
し
た
。

登
山
と
な
る
と
歩
く
こ
と
に
必

死
に
な
り
が
ち
で
す
が
、
周
り
の

植
物
や
足
元
の
石
に
も
目
を
向
け

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
歩
を
進
め
ま
す
。

初
め
て
見
る
シ
ロ
モ
ジ
や
キ
リ
シ

マ
グ
ミ
の
花
。
登
山
道
は
昔
の
中

岳
の
噴
火
で
流
れ
た
溶
岩
流
の
跡

で
あ
る
こ
と
。
石
川
専
門
員
の
説

明
を
聞
く
と
、
新
発
見
の
連
続
で

さ
ら
に
登
山
を
楽
し
め
ま
し
た
。

そ
し
て
今
回
は
、
自
然
の
美
し

さ
だ
け
で
な
く
、
そ
の
驚
異
も
実

感
。
登
山
道
を
埋
め
尽
く
す
軽
石

も
、
火
山
弾
の
跡
も
新
燃
岳
噴
火

の
爪
痕
を
色
濃
く
残
す
も
の
。
火

口
が
近
づ
く
と
軽
石
の
粒
が
大
き

く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
驚
き
、
自

然
と
共
生
す
る
と
い
う
こ
と
を
改

め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

噴
火
の
影
響
を
受
け
な
が
ら
も

再
生
す
る
ミ
ヤ
マ
キ
リ
シ
マ
の
こ

と
を
知
り
、
今
年
は
今
ま
で
と

違
っ
て
見
え
そ
う
で
す
。
見
頃
が

楽
し
み
。
皆
さ
ん
も
噴
火
後
の
新

し
い
自
然
を
見
ら
れ
る
中
岳
中
腹

探
勝
路
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

（
体
験
ル
ポ
＝
上
野
都
）

妙見温泉と天降川
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お
知
ら
せ

農
作
業
事
故
が
多
発

安
全
確
認
に
努
め
ま
し
ょ
う

農
作
業
の
繁
忙
期
を
迎
え
る
春

先
は
、
毎
年
農
作
業
事
故
が
多
発

し
ま
す
。「
も
う
一
度
、
初
心
に

戻
っ
て
再
点
検
～
安
全
確
認
を
徹

底
し
よ
う
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

事
故
防
止
の
た
め
特
に
次
の
点
に

注
意
し
て
作
業
し
ま
し
ょ
う
。

◦�

農
業
機
械
や
作
業
場
所
は
、
事

前
の
点
検
・
整
備
を
徹
底
す
る
。

◦�

農
業
機
械
の
点
検
・
整
備
の
際

は
、
必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
止
め
る
。

◦�

出
掛
け
る
際
は
、
家
族
な
ど
に

一
声
掛
け
、
携
帯
電
話
を
お
持

ち
の
方
は
持
っ
て
出
る
。

◎�

�問
＝
農
政
畜
産
課
☎（
64
）０
８

８
２

野
焼
き
は
原
則
禁
止
で
す

最
近
、
市
内
で
野
焼
き
の
苦
情

が
多
発
し
て
い
ま
す
。
焼
却
禁
止

の
例
外
と
な
る
「
農
業
な
ど
か
ら

生
じ
る
稲
わ
ら
や
草
の
焼
却
な

ど
」
を
除
き
、
家
庭
ご
み
な
ど
の

焼
却
は
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
、

厳
し
い
罰
則
規
定
も
設
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

焼
却
が
認
め
ら
れ
て
い
る
場
合

で
も
、
野
焼
き
に
よ
る
煙
や
す
す
、

悪
臭
な
ど
は
洗
濯
物
に
付
い
て
周

囲
の
人
に
迷
惑
を
掛
け
る
こ
と
が

あ
る
た
め
、
風
向
き
や
周
囲
の
状

況
を
考
え
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

燃
や
す
も
の
に
よ
っ
て
は
、
ダ

イ
オ
キ
シ
ン
類
の
有
害
物
質
が
発

生
し
、
人
の
健
康
や
自
然
環
境
な

ど
に
影
響
を
与
え
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
家
庭
ご
み
な
ど
は
焼
却

せ
ず
、
必
ず
分
別
し
て
決
め
ら
れ

た
日
に
所
定
の
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
環
境
衛
生
課
☎（
64
）０
９

５
０

災
害
対
策
基
本
法
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た

東
日
本
大
震
災
時
の
教
訓
を
踏

ま
え
、
住
民
な
ど
の
円
滑
で
安
全

な
避
難
の
確
保
と
い
う
観
点
か

ら
、「
避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
」

の
作
成
が
、
市
に
義
務
付
け
ら
れ

ま
し
た
。
こ
の
名
簿
は
、
災
害
時
、

自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
難
し
い
方

な
ど
の
避
難
を
支
援
す
る
た
め
に

使
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
尊
い

命
を
守
る
た
め
の
も
の
で
す
。

名
簿
作
成
に
伴
う
具
体
的
な
方

法
な
ど
に
つ
い
て
は
、
後
日
ご
連

絡
し
ま
す
。
趣
旨
を
ご
理
解
い
た

だ
き
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

⃝
�

避
難
行
動
要
支
援
者
＝
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
乳
幼
児
そ
の
ほ
か

の
特
に
配
慮
を
要
す
る
方
の
う

ち
、
災
害
が
発
生
し
、
ま
た
は

発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
場
合
に

自
ら
避
難
す
る
こ
と
が
困
難
な

方
で
、
円
滑
・
迅
速
に
避
難
す

る
た
め
特
に
支
援
を
要
す
る
方
。

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７

児
童
手
当
の
現
況
届
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い

児
童
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

は
毎
年
６
月
に
現
況
届
の
提
出
が

必
要
で
す
。
提
出
が
な
い
場
合
、

６
月
以
降
の
児
童
手
当
が
受
給
で

き
な
く
な
り
、
２
年
間
提
出
が
な

い
と
受
給
権
が
な
く
な
り
ま
す
。

早
め
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

現
況
届
の
書
類
は
、
５
月
末
に

各
家
庭
へ
発
送
予
定
で
す
。

⃝
�

受
付
期
間
＝
６
月
２
日（
月
）～

30
日（
月
）
※
土
日
を
除
く

⃝
�

必
要
な
も
の
＝
現
況
届
、
印
鑑

（
朱
肉
を
必
要
と
す
る
も
の
）、

受
給
者
の
健
康
保
険
証
（
受
給

者
が
社
会
保
険
の
場
合
の
み
）、

保
護
者
（
受
給
者
と
配
偶
者
）

の
所
得
証
明
書
（
平
成
26
年
１

月
１
日
現
在
本
市
に
住
所
が
な

い
方
の
み
）、そ
の
他
必
要
書
類

◎�

�問・�提
＝
子
育
て
支
援
課
子
ど

も
・
子
育
て
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）

０
９
９
１
、
隼
人
市
民
福
祉
課
、

各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の

貸
出
場
所
が
変
わ
り
ま
す

６
月
２
日
か
ら
、
国
分
地
区
の

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
出
場
所

が
市
役
所
子
育
て
支
援
課
か
ら

「
霧
島
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
」
へ

変
わ
り
ま
す
。
長
期
休
暇
中
の
お

孫
さ
ん
の
帰
省
な
ど
で
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
の
貸
し
出
し
申
請
を

さ
れ
る
際
は
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※�

５
月
ま
で
は
子
育
て
支
援
課
で

貸
し
出
し
ま
す
。
５
月
ま
で
に

借
り
た
方
は
返
却
日
が
６
月
以

降
で
あ
っ
て
も
、
子
育
て
支
援

課
へ
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

各
総
合
支
所
で
の
貸
し
出
し
は

６
月
以
降
も
引
き
続
き
行
っ
て

い
ま
す
。

⃝
�

霧
島
市
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
＝
国

分
福
島
一
丁
目
１
－
25
－
１

（
天
降
川
小
学
校
裏
）☎（
45
）４

９
２
０

◎�

�問
＝
子
育
て
支
援
課
☎（
64
）０

９
９
１

胃
が
ん
検
診
・
大
腸
が
ん

検
診
・
腹
部
超
音
波
検
診

を
実
施
し
ま
す

⃝
�

対
象
者
＝
40
歳
以
上
（
昭
和
50

年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方
）
の
市
民
。

⃝
�

料
金
＝
胃
が
ん
検
診
１
０
０
０

円
、
大
腸
が
ん
検
診
６
０
０
円

（
容
器
回
収
日
に
徴
収
）、
腹
部

超
音
波
検
診
３
７
３
６
円
。

※�

大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
は
、

が
ん
検
診
推
進
事
業
対
象
者
に
、

検
診
が
無
料
と
な
る
「
ク
ー
ポ

ン
券
」
を
送
付
し
ま
す
。

⃝
�

受
付
時
間
＝
各
会
場
午
前
８
時

～
９
時

◎�

�問
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）０
９

０
５
、
す
こ
や
か
保
健
セ
ン

タ
ー
☎（
42
）１
１
７
８

浜
之
市
土
地
区
画
整
理
事
業
の

事
業
計
画
を
変
更
し
ま
し
た

３
月
18
日
に
事
業
計
画
（
第
三

回
変
更
）
の
公
告
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
変
更
内
容
は
、
収
支
状
況
な

ど
を
考
慮
し
た
上
で
、
資
金
計
画

を
見
直
し
、
施
行
期
間
「
平
成
27

年
度
ま
で
」を
３
年
延
長
し
て「
平

成
30
年
度
ま
で
」
と
し
ま
し
た
。

（
清
算
期
間
含
ま
ず
）

詳
し
い
内
容
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
区
画
整
理

課
で
事
業
計
画
書
を
閲
覧
し
て
く

だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
区
画
整
理
課
業
務
第
１
グ

ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
８
９

地
デ
ジ
難
視
対
策
に
伴
う

国
の
補
助
が
終
了
し
ま
す

平
成
23
年
７
月
の
地
デ
ジ
移
行

に
伴
う
難
視
対
策
へ
の
国
の
補
助

が
、
平
成
27
年
３
月
ま
で
に
終
了

し
ま
す
。

「
地
デ
ジ
難
視
対
策
衛
星
放
送
」

を
ご
覧
の
方
な
ど
、
難
視
対
策
が

お
済
み
で
な
い
方
は
、
地
デ
ジ

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
早
急
に
ご
連

絡
い
た
だ
き
、
難
視
対
策
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
総
務
省
地
デ
ジ
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）
☎

０
５
７
０（
07
）０
１
０
１

携
帯
・
ス
マ
ホ
ト
ラ
ブ
ル
増
加

お
子
さ
ん
は
大
丈
夫
で
す
か

進
学
や
進
級
を
機
に
子
ど
も
に

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を

持
た
せ
た
家
庭
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

携
帯
電
話
な
ど
を
持
つ
子
ど
も

の
割
合
は
年
々
増
加
し
、
最
近
で

は
小
学
生
で
も
そ
の
割
合
が
増
え

て
い
ま
す
。
防
犯
対
策
へ
の
効
果

が
期
待
で
き
る
一
方
、
子
ど
も
が

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た

ゲ
ー
ム
や
音
楽
・
動
画
の
視
聴
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
を
利
用
す
る
ケ
ー
ス
が
多

く
な
っ
て
い
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
は
役
立

つ
情
報
が
あ
る
一
方
、
悪
影
響
を

及
ぼ
す
有
害
な
情
報
が
存
在
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
Ｓ
Ｎ

健康マイレージ事業に参加しま
しょう

皆さん自身が普段の生活の中
で健康について考え、

健康づくりに取り組み、社会
全体で健康を支援する

環境づくりを進めていくため
の「健康マイレージ事

業」。５月１日から平成26年度
の事業を開始しました。

市内で行われる健康生きがい
づくりに関するイベ

ントなどに参加してポイント
を獲得し、６ポイン

ト貯め、応募すると、健康グ
ッズなどが当たります。

健康について考え、貯めて、
当てて、健康になりま

しょう。
◦期間＝平成27年３月15日(日

)まで

◦�対象者＝平成27年３月31日
時点で、20歳以上の

霧島市民

※�事業内容・対象事業について
は、市ホームページ

をご覧いただくか、問い合わせ
ください。

※�広報誌で紹介する対象事業
には、　マークを付け

ています。

◎��問＝健康増進課  ☎（64）0905

場　　所 日　　　　程
霧島保健福祉センター 6月 2日(月) ～ 4日(水)
横川保健センター 6月10日(火)・11日(水)
福山活性化センター 6月19日(木)・20日(金)
牧園保健センター 6月24日(火) ～ 27日(金)

溝辺保健福祉センター 7月22日(火) ～ 24日(木)
すこやか保健センター

（隼人）
8月18日(月)・19日(火)、 9月 8日(月) ～ 10日(水)
10月 6日(月)・ 7日(火)、12月15日(月) ～ 19日(金)・22日(月)

国分保健センター
9月11日(木)・12日(金)・16日(火) ～ 19日(金)・22日(月)
11月18日(火) ～ 21日(金)・25日(火)
1月15日(木)・16日(金)・19日(月) ～ 21日(水)

新国際
交流員紹介

国際交流員（CIR）は、外国から訪問団が来られた際の通訳や公用文の翻訳をし
ます。さまざまなイベントや会合にも出席し、外国文化の紹介や異文化交流の橋
渡し役を担っています。

金
キム

 銀
ウニョン

瑛
【韓国釜

ぷさん

山広
こう

域
いき

市出身】

大学で日本語を学び、韓国で国際交流
や通訳の仕事をしていました。８年

前に東京に住んだこともありますが、霧島
市は自然豊かなところなので楽しみです。
ここで国際交流活動やイベントを開催し、
韓国の文化を皆さんに伝え、私も多くのこ
とを学びたいです。皆さん、イベントに参
加して交流しましょう。

◦日時＝６月５日（木）午後２時～３時
◦場所＝国分公民館２階調理講義室
◦定員／参加費＝先着15人／無料
◦申込期限＝６月２日（月）

韓国の国際交流
員と

交流しよう
～コリァ楽しい

！

キムさんとお茶
会～

��問・�申＝企画政策課国際交流グループ  ☎（64）0914

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先 ＝応募先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

金
キン

 蔚
イ

【中国陝
せん

西
せい

省宝
ほう

鶏
けい

市出身】

高校時代に友人から「日本人に似てい
る」と言われ、日本に興味を持つよ

うになりました。中国の大学で日本語を教
えていますが、学生に日本の文化や風習を
聞かれても答えられないことがあり、実際
現地で学びたいと思ってやってきました。
さまざまな体験を通して、中国と日本の交
流に貢献したいです。

◦日時＝６月２日（月）午後２時～３時
◦場所＝国分公民館２階調理講義室
◦定員／参加費＝先着15人／無料
◦申込期限＝５月26日（月）

中国の国際交流
員と

交流しよう
～ニーハオ！金

さんと

しゃべっチャイ
ナ～

中国の古都西安を紹介します。中国について話しましょう。 韓国の伝統茶とお菓子を楽しみながら韓国について話しましょう。

※現在、国際交流員はアメリカ出身のステファニー・ハリスも含めて３人。それぞれ交流活動に取り組んでいます。
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Ｓ
サ
イ
ト
も
利
用
方
法
を
誤
る
と

個
人
情
報
を
知
ら
れ
て
し
ま
う
な

ど
の
危
険
も
潜
ん
で
い
ま
す
。
ト

ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う

に
、
保
護
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
リ
ス

ク
に
つ
い
て
理
解
し
、
必
要
に
応

じ
て
有
害
サ
イ
ト
へ
の
ア
ク
セ
ス

制
限
を
す
る
な
ど
子
ど
も
を
見
守

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
は
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
霧
島
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎（
64
）０
９
６
４

霧
島
・
大
隅
若
者

サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

昨
年
４
月
に
開
所
し
た「
霧
島
・

大
隅
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
」
は
、
厚
生
労
働
省
の
委
託
を

受
け
、
不
登
校
や
高
校
中
退
者
の

進
路
相
談
、
ニ
ー
ト
な
ど
の
就
労

支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
相
談
は

無
料
で
受
け
付
け
ま
す
。

⃝
�

相
談
日
時=

毎
週
月
～
金
曜

日
、
午
前
９
時
～
午
後
６
時

⃝
�

対
象
者
＝
15
歳
～
40
歳
未
満
の

当
事
者
と
そ
の
家
族

◎�

�問
＝
霧
島
・
大
隅
若
者
サ
ポ
ー

ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
☎（
73
）７
８

６
６
、
国
分
中
央
三
丁
目
33
－

34
大
山
ビ
ル
１
階

相
　
談

霧
島
市
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

市
で
は
ト
ラ
ブ
ル
や
悩
み
を
抱

え
て
い
る
方
の
た
め
に
法
律
相
談

セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

弁
護
士
が
無
料
で
相
談
に
応
じ
ま

す
。（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
）

⃝
�

対
象
＝
市
民（
法
人
は
対
象
外
）

⃝
�

内
容
＝
相
続
、
遺
言
、
交
通
事

故
、
そ
の
ほ
か
法
律
相
談

⃝
�

申
込
方
法
＝
相
談
月
の
１
日

（
土
日
・
祝
日
は
翌
日
、
１
月

は
５
日
）
か
ら
電
話
で
事
前
予

約
（
午
前
９
時
～
午
後
５
時
）。

先
着
６
人
。

⃝
�

時
間
＝
午
後
１
時
～
４
時
／
１

人
当
た
り
30
分
程
度

※�

内
容
に
よ
っ
て
は
、
相
談
を
受

け
ら
れ
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
鹿
児
島
県
弁
護
士
会

☎
０
９
９（
２
２
６
）３
７
６
５

人
権
問
題
で
お
悩
み
の
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

人
権
擁
護
委
員
は
人
権
相
談
を

受
け
た
り
、
人
権
の
考
え
を
広
め

る
活
動
を
し
た
り
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
す
。
人
権
擁
護
委
員
法

の
施
行
日
で
あ
る
６
月
１
日
は�

「
人
権
擁
護
委
員
の
日
」
で
す
。

翌
日
の
２
日
に
相
談
所
を
開
設
し

ま
す
。（
秘
密
厳
守
・
相
談
無
料
）

■
全
国
一
斉
特
設
人
権
相
談

⃝
�

日
時
＝
６
月
２
日
（
月
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
溝
辺
総
合
支
所
、
横
川

健
康
温
泉
セ
ン
タ
ー
、
牧
園
老

人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
霧
島
総
合

支
所
、
隼
人
庁
舎
、
福
山
公
民

館
■
霧
島
市
の
人
権
擁
護
委
員

◦�

国
分
＝
石
塚
義
人
、
漆

う
る
し

木き

ミ
ヱ
、

山
下
佐
和
子
・
柳
田
秀
徳
、
岩

﨑
明
・
池
田
裕
子

◦�

溝
辺
＝
剥は

ぎ

岩い
わ

裕

◦�

横
川
＝
山
下
弘
文

◦�

牧
園
＝
古
川
正
利

◦�

霧
島
＝
中
神
実

◦�

隼
人
＝
下
玉
利
守
・
居い

細ざ
い

工く

學
、

井
上
嘉か

知ち

子こ

・
福
丸
育
美

◦�

福
山
＝
永
田
聖し

ょ
う

子こ

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
０
６
４

募
　
集

霧
島
市
公
共
施
設
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
計
画
検
討
委
員
会

（
仮
称
）の
委
員
を
募
集

本
市
は
、
同
規
模
の
自
治
体
に

比
べ
て
公
共
施
設
が
充
実
し
て
い

る
反
面
、
今
後
の
維
持
管
理
費
用

が
将
来
の
大
き
な
負
担
に
な
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。
そ
の
た
め
、

施
設
の
適
正
配
置
や
維
持
・
更
新

費
用
削
減
の
た
め
に
公
共
施
設
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
の
策
定
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
計
画

策
定
に
あ
た
り
、
検
討
委
員
会
の

委
員
の
一
部
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

募
集
人
数
＝
３
人

⃝
�

応
募
資
格

◦�

平
成
26
年
４
月
１
日
現
在
で
満

20
歳
以
上
で
市
内
に
居
住
ま
た

は
市
内
の
事
業
所
に
勤
務
し
て

い
る
こ
と
。

◦�
平
日
の
昼
間
に
開
催
す
る
会
議

に
参
加
で
き
る
こ
と
。（
年
度

内
に
５
、
６
回
開
催
予
定
）

⃝
�

任
期
＝
選
任
の
日
か
ら
平
成
27

年
３
月
31
日
ま
で

⃝
�

応
募
方
法
＝
必
要
事
項
を
記
入

し
た
応
募
用
紙
（
担
当
課
窓
口

で
配
布
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
と
「
20

年
後
の
私
の
暮
ら
し
と
公
共
施

設
」（
８
０
０
字
以
内
）
を
テ
ー

マ
と
し
た
作
文
を
直
接
ま
た
は

郵
送
、
メ
ー
ル
で
提
出
。

⃝
�

締
切
＝
５
月
23
日
（
金
）
必
着

◎�

�問・�提
＝
財
務
課
☎（
64
）０
９

１
７
、zaisei@

city-kirishi�
m
a.jp

国
際
交
流
協
会
会
員
募
集

霧
島
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、

青
少
年
な
ど
の
海
外
派
遣
事
業
、

外
国
人
と
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
事
業

な
ど
を
実
施
し
、
諸
外
国
と
の
相

互
理
解
や
友
好
親
善
を
深
め
る
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

外
国
の
方
と
交
流
し
た
い
方
、

国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る
方
、
一

緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
。

⃝
�

協
会
費（
年
額
）＝
個
人
／
一
口

５
０
０
０
円
、
法
人
／
一
口
１

万
円

◎�

�問・�申
＝
霧
島
市
国
際
交
流
協

会
事
務
局
（
企
画
政
策
課
国
際

交
流
グ
ル
ー
プ
内
）
☎（
64
）０

９
１
４

国
際
交
流
を
し
ま
せ
ん
か

※�

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
し
込

み
が
で
き
ま
す
。

◎�

�問・�申
＝
企
画
政
策
課
国
際
交

流
グ
ル
ー
プ
☎（
64
）０
９
１
４

花
い
っ
ぱ
い
コ
ン
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

花
い
っ
ぱ
い
運
動
の
拡
大
と
定

着
を
図
る
た
め
「
花
い
っ
ぱ
い
コ

ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま
す
。

⃝
�

審
査
部
門
＝
学
校
（
小
・
中
・

高
校
）、
一
般
（
地
区
自
治
公

民
館
・
自
治
会
・
老
人
ク
ラ
ブ
・

子
ど
も
会
・
通
り
会
・
事
業
所

な
ど
）、
家
庭
（
一
般
家
庭
）

⃝
�

審
査
対
象
＝
春
か
ら
秋
の
花
づ

く
り
状
況
と
花
づ
く
り
を
通
し

て
の
街
、
地
域
、
人
づ
く
り
の

状
況
。

⃝
�

申
込
方
法
＝
事
務
局
ま
た
は
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課
に
あ
る

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
提
出
。

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
30
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
道
義
高
揚
・
豊
か
な

心
推
進
協
議
会
事
務
局
（
総
務

課
市
民
運
動
推
進
室
内
）
☎

（
64
）０
９
１
５

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
主
催
講
座

１
０
１
／
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

（
入
門
コ
ー
ス
）

◦�

６
月
10
日（
火
）、
11
日（
水
）

１
０
２
／
パ
ソ
コ
ン
基
礎
講
座

（
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
コ
ー
ス
）

◦�

６
月
12
日（
木
）、
13
日（
金
）

⃝
�

対
象
＝
こ
れ
か
ら
パ
ソ
コ
ン
を

始
め
る
方
、
再
度
基
礎
か
ら
学

習
し
た
い
方
。

３
０
１
／
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ

ト
活
用
基
礎
講
座
（
新
規
）

◦�

６
月
19
日（
木
）、
20
日（
金
）

⃝
�

対
象
＝
ス
マ
ホ
・
タ
ブ
レ
ッ
ト

を
持
参
で
き
る
方
で
基
礎
的
な

活
用
の
仕
方
を
知
り
た
い
方
。

（
Ｏ
Ｓ
はA

ndroid, iO
S

）

⃝
�

時
間
＝
各
コ
ー
ス
午
前
９
時
30

分
～
午
後
３
時
30
分

⃝
�

受
講
料
＝
各
１
０
０
０
円

⃝
�

会
場
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

⃝
�

定
員
＝
各
20
人
（
市
民
対
象
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
に
講

座
番
号
、
講
座
名
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
し
郵
送
。

⃝
�

申
込
締
切
＝
１
０
１
・
１
０
２

５
月
27
日（
火
）、
３
０
１ 

６

月
５
日（
木
）（
必
着
）

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目

45
－
１

サ
ン・あ
も
り
自
主
講
座

■
た
の
し
い
骨
盤
体
操

音
楽
に
合
わ
せ
て
楽
し
く
骨
盤

矯
正
を
す
る
体
操
で
す
。

⃝
�

開
講
日
＝
６
月
４
日（
水
）

⃝
�

日
時
＝
午
後
７
時
～
７
時
50
分

（
全
10
回
）

⃝
�

持
参
す
る
物
＝
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

（
バ
ス
タ
オ
ル
可
）・
上
履
き

⃝
�

定
員
＝
先
着
30
人（
成
人
男
女
）

※
10
人
以
上
か
ら
実
施

⃝
�

受
講
料
＝
４
３
２
０
円

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

◎�

�問・�申
＝
サ
ン
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

天
降
川
地
区
共
同

利
用
施
設
自
主
講
座

■
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
講
座

⃝
�

日
時
＝
６
月
19
日（
木
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

内
容
＝
ア
ロ
マ
で
除
菌
ス
プ

レ
ー
か
虫
よ
け
ス
プ
レ
ー
の
ど

ち
ら
か
お
好
き
な
方
を
作
り
ま

す
。

⃝
�

受
講
料
＝
１
６
２
０
円
（
材
料

費
込
み
）

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人（
成
人
男
女
）

⃝
�

持
参
す
る
物
＝
筆
記
用
具
・
手

拭
き
用
タ
オ
ル

⃝
�

申
込
方
法
＝
直
接
ま
た
は
電
話
。

◎�

�問・�申
＝
天
降
川
地
区
共
同
利

用
施
設
☎（
43
）１
９
５
１

第
29
回
全
国
公
募
南
九
州

水
墨
画
展
作
品
募
集

⃝
�

応
募
条
件
＝
墨
を
基
調
と
し
た

作
品
で
、
未
発
表
の
も
の
（
他

公
募
展
出
品
作
は
不
可
）。

⃝
�

出
品
料
＝
１
点
目
５
０
０
０
円
、

２
点
目
２
０
０
０
円
（
１
人
２

点
ま
で
）。

⃝
�

応
募
締
切
＝
６
月
14
日（
土
）必

着
※�

応
募
書
類
の
郵
送
を
希
望
す
る

方
は
、
６
月
１
日（
日
）ま
で
に

封
筒
に
「
募
集
要
項
希
望
」
と

明
記
し
、
１
２
０
円
切
手
を
同

封
し
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◎�

�問・�応
＝
松
下
美
術
館
☎（
55
）

３
３
５
０
、
〒
８
９
９-

４
５

０
１
福
山
町
福
山
７
７
１

平
成
26
年
全
国
戦
没
者
追
悼
式

全
国
戦
没
者
追
悼
式
に
参
列
さ

れ
る
遺
族
の
方
を
募
集
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
８
月
15
日（
金
）※
前
日

か
ら
団
体
行
動

⃝
�

場
所
＝
日
本
武
道
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）

⃝
�

対
象
＝
戦
没
者
の
配
偶
者
お
よ

び
三
親
等
内
の
遺
族
、
一
般
戦

災
死
没
者
の
配
偶
者
お
よ
び
三

親
等
内
の
遺
族
。（
過
去
参
列

し
て
い
な
い
方
を
優
先
）

⃝
�

申
込
期
限
＝
５
月
30
日（
金
）

◎�

�申
＝
保
健
福
祉
政
策
課
☎（
64
）

０
９
０
４
、
隼
人
市
民
福
祉

課
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

◎�

�問
＝
県
庁
社
会
福
祉
課
☎
０
９

９（
２
８
６
）２
８
３
０

コース名 英語でティータイム English　Hour

日時 6/ 4（水）14:00 ～ 15:00
6/11（水）14:00 ～ 15:00

初級：6/ 9（月）18:00 ～ 19:00
中級：6/ 9（月）19:10 ～ 20:10
上級：6/30（月）18:00 ～ 19:00

場所 国分公民館2階調理講義室 ◦初級・中級＝国分公民館３階中会議室
◦上級＝国分公民館３階中研修室

定員 先着各15人 先着各15人

対象 英語初級レベル以上の方
（会話は英語で行います） 霧島市民

参加費 無料 無料
申込
期限 6/ 3（火） 初級・中級：6/ 6（金）、

上級：6/27（金）

備考 1人月1回の参加に限ります 参加は1人1つのレベルに限ります

期日 場所 期日 場所

隼
人
庁
舎
３
階
第
３
会
議
室

5月15日・22日（木）

国
分
公
民
館
３
階
小
会
議
室

6月12日（木） 6月19日・26日（木）
7月10日（木） 7月17日・24日（木）
8月 7日（木） 8月21日・28日（木）
9月11日（木） 9月18日・25日（木）
10月 9日（木） 10月16日・23日（木）
11月 6日（木） 11月13日・20日（木）
12月 4日（木） 12月11日・18日（木）
平成27年 平成27年
1月15日（木） 1月22日・29日（木）
2月12日（木） 2月19日・26日（木）
3月12日（木） 3月19日・26日（木）

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先 ＝応募先
※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905 K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N
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Readers Voice

このコーナーは読者の皆さんからの
声を伝えるページです。
本誌への感想、霧島市への思いなど、
たくさんの声をお寄せください。

読者の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

４
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
が

身
に
染
み
ま
す
。
買
い
物

は
無
駄
な
物
を
買
わ
な
い
よ
う
に

慎
重
に
な
り
ま
し
た
。
今
は
安
い

食
材
で
栄
養
と
ボ
リ
ュ
ー
ム
を
兼

ね
備
え
た
料
理
作
り
を
頑
張
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
ほ
か
の
こ
と
も
知

恵
を
絞
っ
て
楽
し
み
な
が
ら
節
約

し
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。（
り

り
ら
ら
42
歳
女
性
）

●

楽
し
み
な
が
ら
節
約
っ
て
い
い

で
す
ね
。
今
月
の
特
集
は
自
転
車
。

健
康
づ
く
り
が
で
き
て
、
環
境
に

も
や
さ
し
く
ガ
ソ
リ
ン
代
も
節
約
。

自
転
車
で
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

広
報
き
り
し
ま
の
「
読
者
の

声
」
コ
ー
ナ
ー
に
投
稿
し

ま
し
た
と
こ
ろ
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

当
選
し
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

毎
月
広
報
き
り
し
ま
を
楽
し
み

に
し
て
い
ま
す
。
友
人
た
ち
に
も

投
稿
し
た
こ
と
を
話
し
て
、
そ
の

こ
と
も
と
っ
て
も
楽
し
い
話
題
に

な
っ
て
い
ま
す
。
本
当
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
素
晴
ら
し
い
広
報
誌
を
愛
読
し

ま
す
。（
隼
人
の
ピ
ー
ち
ゃ
ん
67

歳
女
性
）

●

い
つ
も
ご
愛
読
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
と
て
も
励

み
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
市

民
の
皆
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
広
報
誌

づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。今

年
の
桜
は
満
開
に
な
る
の

が
早
す
ぎ
て
、
私
な
り
の

プ
ラ
ン
が
あ
っ
た
の
で
す
が
、

ち
ょ
う
ど
風
邪
を
ひ
き
写
真
を
撮

れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
実
は
初
め
て

の
夜
桜
撮
影
を
計
画
し
て
い
ま
し

た
。し

か
し
、
４
月
号
の
表
紙
を
拝

見
し
「
夜
桜
だ
ぁ
」
と
驚
き
ま
し

た
。
私
の
代
わ
り
に
幻
想
的
な
夜

桜
を
撮
っ
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
来
年
こ
そ

は
、
夜
桜
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。（
カ

メ
ラ
命
62
歳
女
性
）

●

喜
ん
で
い
た
だ
き
う
れ
し
い
で

す
。
来
年
は
ど
こ
か
の
夜
桜
で
お

会
い
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

そ
れ
は
、
あ
る
日
突
然
で
し

た
。
社
会
人
二
年
生
の
娘

か
ら
「
そ
ろ
そ
ろ
子
離
れ
し
て
」

と
言
わ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。「
マ

マ
だ
け
だ
よ
、
い
ち
い
ち
う
る
さ

い
こ
と
言
う
の
」
と
付
け
加
え
も

あ
り
び
っ
く
り
で
す
。

来
年
成
人
式
が
済
ん
だ
ら
私
の

方
か
ら
そ
ろ
そ
ろ
子
離
れ
し
な

き
ゃ
と
思
っ
て
い
た
の
に
。
日
々

の
生
活
の
中
で
つ
い
つ
い
口
う
る

さ
く
言
っ
て
し
ま
い
、
娘
に
は
負

担
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。
け
ど
、

私
は
言
い
た
い
で
す
。「
お
ー
い
君
、

私
が
生
き
て
い
る
限
り
あ
な
た
は

私
の
子
ど
も
だ
よ
。
ま
だ
ま
だ
お

母
さ
ん
業
さ
せ
て
ね
」
と
。（
溝

辺
の
ワ
ー
キ
ン
グ
マ
マ
48
歳
女
性
）

●

あ
っ
と
い
う
間
に
成
長
し
て
い

く
子
ど
も
た
ち
。
で
も
、
ど
ん
な

に
大
き
く
な
っ
て
も
子
ど
も
で
す

よ
ね
。
お
母
さ
ん
業
が
ん
ば
っ
て
。

鹿
児
島
市
か
ら
転
勤
に
よ
り

初
め
て
霧
島
市
に
引
っ
越

し
て
き
て
一
年
が
た
ち
ま
し
た
。

こ
の
冬
は
寒
さ
が
厳
し
く
（
私

に
と
っ
て
は
…
）
ち
ょ
っ
と
つ
ら

か
っ
た
で
す
が
、
や
っ
と
春
に
な

り
ま
し
た
。
近
く
の
丸
岡
公
園
は

大
好
き
な
散
歩
コ
ー
ス
で
す
。
桜

の
季
節
は
本
当
に
満
開
の
花
々
が

美
し
く
て
毎
日
う
っ
と
り
と
眺
め

て
い
ま
し
た
。
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
も
ち
ょ
く
ち
ょ
く
あ
る
の
で
楽

し
い
で
す
よ
。

そ
れ
に
、
さ
す
が
は
霧
島
、
温

泉
が
豊
富
な
の
で
週
１
、
２
回
あ

ち
こ
ち
の
温
泉
め
ぐ
り
＆
お
い
し

い
カ
フ
ェ
め
ぐ
り
を
夫
婦
二
人
で

楽
し
ん
で
い
ま
す
。
も
う
最
高
。

周
り
も
温
か
い
方
々
ば
か
り
だ

し
、
空
気
も
き
れ
い
だ
し
、
ゆ
っ

た
り
と
穏
や
か
な
毎
日
で
い
い
所

だ
ね
と
、
い
つ
も
話
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
も
っ
と
も
っ
と
霧
島

を
開
拓
し
て
い
こ
う
と
思
案
中
。

「
広
報
き
り
し
ま
」の
情
報
も
し
っ

か
り
チ
ェ
ッ
ク
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
あ
お
ぞ
ら
44
歳
女
性
）

●

た
だ
今
、
市
内
の
温
泉
施
設
を

巡
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
「
き
り
し

ま
ゆ
旅
」
を
開
催
中
で
す
。
カ
フ

ェ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
ね
。
霧

島
巡
り
に
出
か
け
る
前
に
、「
広

報
き
り
し
ま
」と
じ
込
み
の
ク
ー
ポ

ン
も
チ
ェ
ッ
ク
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

温
泉
あ
り
、
山
あ
り
、
海
あ

り
、
自
然
豊
か
な
隼
人
に

移
住
し
て
10
年
た
ち
ま
し
た
。
北

に
霧
島
山
、
南
に
桜
島
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
方
々
に
植
え
て
い
た
だ

い
た
菜
の
花
や
、
桜
の
花
咲
く
天

降
川
沿
い
を
、
ラ
ジ
オ
を
片
手
に

毎
朝
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
て
い
ま
す
。

行
き
交
う
人
々
と
あ
い
さ
つ
を
交

わ
し
、
研
修
生
の
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

の
皆
さ
ん
と
も
楽
し
く
会
話
も
で

き
る
よ
う
に
な
り
、
本
当
に
良
い

と
こ
ろ
に
引
っ
越
し
て
き
た
な
と
、

感
謝
の
毎
日
で
す
。
こ
こ
で
長
生

き
し
た
い
で
す
。（
隼
人
の
さ
ざ

え
さ
ん
66
歳
女
性
）

●

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
方
々
と
の
会

話
、
楽
し
そ
う
で
す
ね
。
こ
れ
か

ら
も
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
を
通
じ
て
多

く
の
出
会
い
が
あ
り
ま
す
よ
う
に
。

独
身
の
頃
に
隼
人
に
住
み
始

め
、
結
婚
し
て
国
分
に
住

み
、
子
育
て
は
隼
人
で
と
早
24
年

の
月
日
を
霧
島
市
で
過
ご
し
て
き

ま
し
た
。
昔
は
鹿
児
島
市
内
に
行

か
な
い
と
買
え
な
い
も
の
も
あ
り

ま
し
た
が
、
街
並
み
も
変
わ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
お
店
が
で
き
て
、
近

場
で
何
で
も
手
に
入
り
、
と
て
も

便
利
に
な
っ
て
き
た
な
ぁ
と
思
い

う
か
が
え
ま
す
。
住
む
地
域
に

よ
っ
て
は
度
重
な
る
不
愉
快
な
思

い
を
さ
れ
て
い
る
方
も
少
な
く
な

い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

霧
島
市
生
活
環
境
美
化
条
例
が

成
立
し
た
時
に
は
改
善
さ
れ
る
の

で
は
と
期
待
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

モ
ラ
ル
や
良
心
で
は
限
界
が
あ
る

よ
う
に
も
感
じ
ま
す
。

条
例
の
周
知
な
の
か
、
行
使
さ

れ
な
い
と
思
わ
れ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
た
り
し
ま
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
ご
意
見
や
ご
事
情
も
お

あ
り
か
と
思
い
ま
す
が
、
条
例
の

実
用
性
を
も
っ
て
環
境
美
化
の
向

上
に
つ
な
が
れ
ば
と
願
っ
て
お
り

ま
す
。（
お
き
な
草
45
歳
女
性
）

●

ペ
ッ
ト
を
飼
う
以
上
、
飼
い
主

ま
す
。
雄
大
な
桜
島
に
霧
島
山
、

忙
し
い
月
日
に
流
さ
れ
て
忘
れ
て

し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
他
県
の
方

に
も
誇
れ
る
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ

で
生
活
で
き
る
こ
と
を
あ
り
が
た

く
思
う
今
日
こ
の
ご
ろ
で
す
。

（
ジ
ャ
ス
ミ
ン
53
歳
女
性
）

●

霧
島
市
の
経
済
発
展
の
た
め
に

も
、
買
い
物
は
こ
れ
か
ら
も
地
元

で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
ね
。

私
は
海
浜
公
園
の
近
く
に
住

ん
で
お
り
ま
す
。
朝
夕
な

ど
、
犬
の
散
歩
を
さ
れ
て
い
る
方

を
よ
く
お
見
掛
け
い
た
し
ま
す
。

意
地
悪
な
性
格
な
の
か
、
つ
い
手

元
に
目
が
い
っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

遠
方
か
ら
来
ら
れ
て
い
る
様
子
も

の
責
任
と
し
て
し
っ
か
り
と
ル
ー

ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
市

と
し
て
も
呼
び
掛
け
を
強
化
し
て

ま
い
り
ま
す
。
今
月
は
ほ
か
に
も

ペ
ッ
ト
の
飼
い
方
に
対
す
る
ご
意

見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
お
詫
び
と
訂
正
】

広
報
き
り
し
ま
４
月
号
の
秘
書

広
報
課
行
き
の
ハ
ガ
キ
に
誤
り
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
次
の
と
お
り

訂
正
し
て
お
詫
び
い
た
し
ま
す
。

【
誤
】
50
円
切
手

【
正
】
52
円
切
手

こ
の
ほ
か
13
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。
文
章
は
訂
正
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

黒木景子さん（国分）

�問＝�子育て支援センター「アトムの
家」 ☎（73）3387

アトムの家はイオン隼人国分店近
くにあるアットホームな子育て

支援センターです。平成25年４月に
開所し、２年目を迎えています。
エプロンシアターや水遊び、絵本
の読み聞かせなどをはじめ、製作活
動や親子クッキングも人気で、近く
に住む宮本玲奈さんは「最初は隣の
方からの紹介で来ました。今は週に
１、２回利用しています。同じくら
いの子どもさんと遊ぶことができま
すし、私もお母さんとの交流ができ
てとても楽しいです」とにこにこ顔。
子育ての悩みや不安のある方の相
談も受け付けていて、看護師でもあ
る職員の本村静香さんは「お母さん
方のストレス解消にもなっているよ
うですよ」と話されていました。
月～金（祝日除く）。午前10時～午
後３時。利用料は無料。

今回は国分野口にある子育
て支援センター「アトムの
家」をご紹介します。

宮本玲
れ

奈
な

さん（28）、秀
しゅう

翔
と

くん（1歳５か月）

至国分

至浜之市

県道471号

子育て支援
センター
「アトムの家」

国
道
２
２
３
号

ラーメン
イオン隼人
国分店

見次交差点
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〈随ずいそう想〉

5PRESENTS

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

霧島高原純粋黒豚を使用し、霧島産餅米を餃子の皮に練り込み、小
しょうろんぽう

龍包風に仕上
げた新感覚の逸品。
産直レストラン『黒豚の館』で一緒に働いてくれる方を募集中です。
＝霧島高原ロイヤルポーク　産直レストラン『黒豚の館』
☎（57）0713　霧島永水4962

◎定休日＝水曜日（祝日の場合は翌日休み）、営業時間＝午前11時～午後８時

黒豚餅ぎょうざ・黒豚ひとくち餃子を
セットでプレゼント

健
康
づ
く
り
は
観
光
資
源

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

皆
さ
ん
は
「
オ
ル
レ
」
を
ご

存
じ
で
し
ょ
う
か
。
韓
国
・
済チ

ェ

州ジ
ュ

島
の
方
言
で
「
家
に
通
じ
る

細
い
路
地
」
を
意
味
し
ま
す
。

平
成
19
年
に
済
州
島
で
始
ま
っ

た
路
地
や
里
道
を
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
す
る
「
済
州
オ
ル
レ
」
を
九

州
運
輸
局
な
ど
が
「
九
州
オ
ル

レ
」
と
し
て
取
り
入
れ
、
平
成

25
年
に
霧
島
妙
見
コ
ー
ス
を
認

定
。
昨
年
も
１
０
０
０
人
を
超

す
皆
さ
ま
が
お
越
し
に
な
り
ま

し
た
。
先
日
は
韓
国
の
駐
福
岡

総
領
事
も
視
察
に
来
ら
れ
、
約

11
㌔
の
コ
ー
ス
を
私
も
同
行
い

た
し
ま
し
た
。
新
緑
を
愛め

で
、

小
川
の
せ
せ
ら
ぎ
に
耳
を
す
ま

し
、
生
ま
れ
て
初
め
て
の
タ
ケ

ノ
コ
掘
り
も
体
験
さ
れ
、
大
変

喜
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
何

げ
な
い
景
色
や
里
道
、
路
地
が

異
文
化
の
皆
さ
ま
に
は
魅
力
あ

る
観
光
資
源
に
変
わ
り
ま
す
。

「
健
康
生
き
が
い
づ
く
り
推

進
モ
デ
ル
事
業
」
で
各
地
区
に

設
定
が
進
む
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
コ

ー
ス
「
き
り
し
ま
さ
る
く
ロ
ー

ド
」
も
立
派
な
観
光
資
源
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。「
海
外
か
ら
わ

ざ
わ
ざ
散
歩
に
来
る
」
そ
ん
な

魅
力
的
な
と
こ
ろ
で
私
た
ち
は

暮
ら
し
て
い
る
の
で
す
。
５
月

28
日
は
チ
ャ
レ
ン
ジ
デ
ー
。
ふ

る
さ
と
再
発
見
の
ウ
オ
ー
キ
ン

グ
を
一
緒
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

◎人口／127,259人（－787）
男性／ 61,049人（－508）
女性／ 66,210人（－279）
出生101人／死亡112人
転入948人／転出1,725人
◎世帯数／59,002世帯（－101）

（平成26年４月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

４月から広報担当になった。３月末のある日午後から休んだ。夕方、
（た）から秘書広報課歓送迎会の日程調整電話。イタズラと思っ

たが、後から「広報だったね」と電話やメールが。そして怒濤の１か月が
過ぎた。（か）が重なり今月から名を名乗ることになった。あ～（上小園）

今回の３つの特集は“温泉”、“自然”など霧島の良さに目を向け、心
身の“健康”に共通するものでした。健康でエコで親子の絆も深

まる生活。そんな夢のような生活があるんですか、あるんです、この霧
島には。夢で終わらせないよう、今回こそはどれか挑戦しよう（川床）

新たに始まった「スナップ×スナップ」で紹介した中俣さんは５年前
に取材した方。久しぶりにご自宅に行くと美しい写真がずらり。

「まだまだだよ」と照れていたが、その腕前はかなりのもの。写真の撮り
方を教えてもらいました。次回もどんな写真が来るのか楽しみ（美坂）

国立公園シリーズ始まりました。毎回異なるナビゲーターと体験者
が楽しみ方を伝える企画。初回は中岳中腹探勝路へ。たくさんの

感動と学びがありました。「規制が厳しそう」「山だけでしょ」そんなイメー
ジを変えるはず。故郷の誇り、一緒に国立公園を楽しみましょう（上野）

霧島市ホームページ

し
始
め
、
全
身
の
筋
肉
が
緊
張
で

ガ
チ
ガ
チ
に
硬
く
な
り
体
の
自
由

を
奪
う
。
本
番
の
舞
台
に
は
魔
物

が
潜
ん
で
い
る
の
だ
。
だ
が
、
も

う
逃
げ
ら
れ
な
い
。
客
電
が

フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
…
。
波
が
引
い

て
い
く
よ
う
な
静
け
さ
の
中
、
会

場
は
暗
闇
へ
溶
け
て
い
く
。

と
突
然
、
闇
の
中
か
ら
大
音
響

が
響
き
渡
り
サ
ー
ッ
と
幕
が
開
く
。

こ
の
瞬
間
の
た
め
に
頑
張
っ
て
き

た
の
だ
か
ら
楽
し
も
う
。
大
き
く

息
を
吸
い
込
み
、
子
ど
も
た
ち
が

ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
の
中
へ
弾
け
て

行
く
。
火
照
り
切
っ
た
手
の
ひ
ら

を
ぎ
ゅ
っ
と
握
り
締
め
て
…
。

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
オ
ー
デ
ィ

シ
ョ
ン
を
受
け
て
み
た
い
」

長
女
が
目
を
輝
か
せ
て
言
う
の

で
、
昨
年
春
の
市
民
参
加
型

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
大
隅
浪
漫
～
１

３
０
０
年
の
時
空
を
超
え
て
～
」

の
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン
会
場
へ
向

か
っ
た
。
緊
張
感
で
空
気
が
張
り

詰
め
た
会
場
に
は
、
顔
の
筋
肉
を

和
ら
げ
よ
う
と
パ
シ
ッ
パ
シ
ッ
と

頬
っ
ぺ
た
を
た
た
く
人
や
、
無
理

し
て
ぎ
こ
ち
な
い
ほ
ほ
笑
み
を
浮

か
べ
る
人
、
黙
々
と
柔
軟
体
操
を

繰
り
返
す
人
な
ど
、
大
勢
の
老
若

男
女
で
溢
れ
て
い
た
。

20
年
の
歳
月
を
経
て
体
に
染
み

込
ん
だ
記
憶
が
そ
の
熱
気
に
よ
っ

て
あ
ぶ
り
出
さ
れ
る
時
。
娘
の
付

き
添
い
だ
っ
た
は
ず
な
の
に
、
引

き
出
し
の
奥
に
し
ま
い
込
ん
だ
は

ず
の
役
者
魂
が
“
む
ん
ず
”
と
顔

を
出
す
。
恐
る
べ
し
役
者
魂
…

い
つ
の
間
に
か
長
女
と
共
に
５

か
月
間
の
稽
古
へ
参
加
し
て
い
た
。

夏
の
こ
ろ
に
は
、
本
番
の
舞
台
袖

に
陣
取
り
体
を
ほ
ぐ
し
な
が
ら
出

番
を
待
つ
こ
と
と
な
っ
た
。

２
０
０
０
個
の
視
線
が
舞
台
上

の
演
者
た
ち
に
集
中
す
る
。
見
ら

れ
る
こ
と
の
恐
怖
と
快
感
が
交
差

す
る
は
ざ
ま
で
、
今
こ
こ
で
確
か

に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、

全
て
の
感
覚
で
感
じ
る
瞬
間
。「
人

は
誰
も
が
人
生
と
い
う
名
の
ス

テ
ー
ジ
で
生
き
て
い
る
」
と
は
、

誰
か
が
言
っ
た
言
葉
。
誰
も
が
未

来
を
思
い
描
き
な
が
ら
、
一
秒
一

秒
の
時
を
刻
む
よ
う
に
自
ら
の
ド

ラ
マ
を
演
じ
、
生
き
て
い
る
の
だ
。

20
代
の
こ
ろ
に
は
道
草
し
て
過

ご
し
た
時
も
あ
っ
た
が
、
今
こ
う

し
て
生
ま
れ
育
っ
た
ま
ち
で
、
家

族
や
仲
間
た
ち
と
同
じ
時
を
刻
ん

で
い
る
。
昨
年
の
夏
、
長
女
の
勇

気
が
教
え
て
く
れ
た
。
長
い
間
心

の
奥
深
く
し
ま
い
込
ん
で
い
た
宝

箱
の
ふ
た
が
、
再
び
開
い
た
。

「
き
り
し
ま
創
造
舞
台
の
夏
は

熱
い
!
今
年
の
夏
も
ヒ
ー
ト
ア
ッ

プ
! !
」

国
民
文
化
祭
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト

Profile

いざ、ミュージカルのまちへ
◎末重  堅司

「
ブ
ー
ー　

開
演
の
ベ
ル
が
鳴

る
」ほ

ん
の
今
ま
で
楽
屋
で
騒
い
で

い
た
子
ど
も
た
ち
が
急
に
無
口
に

な
り
、
表
情
が
次
第
に
こ
わ
ば
っ

て
い
く
。
握
り
し
め
た
手
の
ひ
ら

に
は
、
ジ
ワ
リ
と
汗
が
に
じ
む
。

気
持
ち
が
高
揚
し
て
い
く
の
と

同
時
に
膝
の
あ
た
り
が
ガ
ク
ガ
ク

と
し
て
「
大
隅
浪
漫
～
１
３
０
０

年
の
時
空
を
超
え
て
～
２
０
１

４
」
を
、
８
月
９
、
10
日
の
両
日

に
上
演
す
る
。

続
い
て
来
年
の
国
民
文
化
祭
は
、

新
作
で
幕
が
開
く
。 
開
演
ま
で

約
一
年
半
。
ど
ん
な
作
品
に
な
る

の
か
、
も
う
今
か
ら
楽
し
み
で

し
ょ
う
が
な
い
。
一
緒
に
歌
っ
て

踊
っ
て
演
じ
る
仲
間
た
ち
も
大
募

集
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
み

ん
な
で
、
こ
の
ま
ち
を
「
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
ま
ち
」
に
で
き
た
ら
…

夢
が
ど
ん
ど
ん
膨
ら
ん
で
い
く
。

ブ
ー
ー

お
っ
!? 　

間
も
無
く
開
演
で

す
よ
、
さ
ぁ
一
緒
に
踊
り
ま
し
ょ
。

昨
年
開
催
さ
れ
た「
大
隅
浪
漫
～
１
３
０
０

年
の
時
空
を
超
え
て
～
」。
中
央
は
和
気
清

麻
呂
を
演
じ
る
末
重
さ
ん

◎�「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から産直レストラン『黒豚の館』の黒豚餅ぎょうざ・黒豚ひとくち餃子のセットを５人の
方にプレゼント。応募締め切りは５月23日（金）当日消印有効です。※当選の発表は、商品の発送を持ってかえさせていただきます。

新緑がまぶしい初夏の爽やかな気候に
誘われて、国分から牧園方面に車を走
らせました。隼人町嘉例川にある新川
渓谷遊歩道の駐車場付近で鮮やか
な黄緑色に輝く大きなもみじを発見。下
から見上げると、太陽の光が差し込
み、緑の中に浮かび上がる光のコントラ
ストがとてもきれいだったので撮影しまし
た。写真は手前の葉をぼかして、幻想
的な雰囲気を表現してみました（美坂）

緑のコントラスト
（隼人町嘉例川）
４月23日　午後２時33分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ70 ～ 200㎜
F2.8　1/160s　 F4.0　 ISO100

今月の表紙

すえしげ けんし（51）

霧島市溝辺町生まれ。福岡
の建設専門学校卒業後上京。
舞台芸術学院ミュージカル
部を経て、オンシアター自
由劇場、演劇集団演劇研究
所などで芝居漬けの青春時
代を過ごす。22年前に帰郷。
5年前に父親から会社を引き
継ぎ家族と共に暮らす。

◦子どもに夢を
◦たくましく
　豊かな創造性を
◦未来を切り拓く
　知恵と勇気を

きりしま・国分子ども劇場
は、親子での生の舞台

鑑賞や、異年齢集団でのキャ
ンプや遊びを通して、子ども
たちの豊かな感性や生きる力
を伸ばしたいと願って活動し
ている会員制の団体です。赤

ちゃんから大人までどなたでも入会できます。高校生以上
は子どものみの入会、大人は大人だけの入会もできます。
幼児から小学校低学年は、のびのびたっぷりと遊ばせる

ことを大事にし、小学校高学年からは多様な価値観に出会
える話し合いの場を大切にします。子育ての悩みを抱え込
まず、みんなで子どもたちの成長を喜びあいます。
次の例会（舞台鑑賞）は、６月６日（金）、人形劇団プーク

「もりのへなそうる」です。一緒に活動しませんか。
問＝運営委員長  外松  ☎（43）0817

若者掲示板
サークル

や地域お
こしグ

ループなど
活動紹介や

会員

募集を掲載
しています

。

〜きりしま・国分子ども劇場〜

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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